
 - 1 -

平成 17 年度 

学 校 体 育 長 期 研 修 研 究 報 告 
 

 

 

健康によい生活の仕方を選択する力を育てる保健学習の展開 
 

 ～実験・実習などの体験的活動や身近な人たちとのかかわりを通して～ 

 

 

 

神 奈 川 県 立 体 育 センター 
 

学校体育長期研修員 

藤沢市立湘南台小学校  宮本 一也 
 



 - 2 -

目  次 
 

Ⅰ 研究を進めるにあたって  

 

１ 研究主題 …………………………………………………………………………………… - 1 - 

２ 主題設定の理由  …………………………………………………………………………… - 1 -  

３ 研究の仮説 ………………………………………………………………………………… - 2 - 

４ 研究の内容と方法 ………………………………………………………………………… - 2 - 

５ 研究の構造図 ……………………………………………………………………………… - 3 - 

 

 

Ⅱ 理論の研究 

 

１ 学校教育における健康の基本的な考え方 ………………………………………………  - 4 - 

２ ヘルスプロモーション ……………………………………………………………………  - 4 - 

３ 保健学習と保健指導 ………………………………………………………………………  - 4 - 

４ 小学校における保健学習の基礎・基本と実践力 ……………………………………… - 6 - 

５ 小学校における健康の保持増進にかかわる意志決定・行動選択 ……………………  - 7 - 

６ 小学校３年生の保健学習 …………………………………………………………………  - 8 - 

７ 「選択する力」 ……………………………………………………………………………  - 9 - 

８ 実践力の育成を図るための学習の展開 …………………………………………………  - 9 - 

９ 実践的な理解のために求められる保健学習の展開 ……………………………………  - 9 - 

10 保健学習におけるティームティーチングやゲストティーチャーによる学習展開  … - 10 - 

11 児童の生活習慣 …………………………………………………………………………… - 11 - 

12 身の回りの清潔指導  ……………………………………………………………………… - 12 - 

 

 

Ⅲ 検証授業 

 

１ 検証の視点 …………………………………………………………………………………  - 14 - 

２ 検証の方法  …………………………………………………………………………………  - 14 - 

３ 学習指導計画 ………………………………………………………………………………  - 15 - 

４ 学習内容について …………………………………………………………………………  - 18 - 

５ 検証授業の結果と考察 ……………………………………………………………………  - 22 - 

６ 検証授業を振り返って ……………………………………………………………………  - 34 - 

 

Ⅳ 研究のまとめ 

 

１ 研究の成果 …………………………………………………………………………………  - 38 - 

２ 課題と今後の展望 …………………………………………………………………………  - 41 - 

 

引用・参考文献



 - 1 -

Ⅰ 研究を進めるにあたって 

１ 研究主題 

健康によい生活の仕方を選択する力を育てる保健学習の展開 
  ～実験・実習などの体験的活動や身近な人たちとのかかわりを通して～ 

 
２ 主題設定の理由 

成人の生活習慣の乱れに伴い、児童の生活にも影響が及び、今では児童の５人に１人が生活

習慣病の予備軍だ１）と言われている。また、すぐ疲れる、元気が出ないなど半健康といった

状態についても懸念されている。 
藤沢市立湘南台小学校の３年生（139 名）に生活の仕方についてのアンケートを行ったとこ

ろ、朝と夜に必ず歯をみがく児童は全体の約 56％であり、乳歯のむし歯保有率（処置済も含

む）は全体の約 83％を占めていることがわかった。また、永久歯のむし歯保有率は約 25％で

あった。このことから、ブラッシングの仕方などに問題があると考察した。また、昨年度のイ

ンフルエンザ感染者数が多かったことや、身の回りの清潔に関する不安もあるということから、

３年生というこの時期に、自分の生活に興味関心をもち、正しい生活の仕方を適切に選んで、

自分の生活に活かすことができるようになるための保健学習が必要であると考える。 
現行の学習指導要領にもとづく保健学習では、平成９年に出された「保健体育審議会答申」

における「ヘルスプロモーションの理念に基づく健康の保持増進２)」の考え方から、生涯を通

じて自らの健康を適切に管理し、改善していく資質や能力を培い、心身の健康の保持増進に役

立つ実践力を育成する必要がある。３） 
保健学習で目指す実践力とは、学習指導と評価のかかわりから、健康・安全への関心・意欲・

態度、健康・安全についての思考・判断及び知識・理解の総体である４）と言い換えることが

できる。小学校３年生の保健学習の場合、「毎日の生活の仕方」に関する実践力が求められて

いることになるが、小学校３年生のほとんどの児童は、普段の生活の仕方が健康につながって

いるとは考えていないだけでなく、健康を考えた生活の仕方ということを意識すらできない状

態である。そのため、まず、自分の生活には健康によいものとよくないものがあることを明確

にさせる必要がある。５）そして、自分の生活を見直すことを通して、健康によい生活の仕方

を適切に選択し、自分の生活に活かすといった意志決定や行動選択ができる基礎的能力が求め

られていると考える。 

保健学習において求められる実践力を育てるためには、学習過程や教材、指導方法等につい

て、考える力、自分の考えを表現する力を育て「生きる力」を育むような創造的な学習指導の

展開を工夫する必要がある。４）例えば、ケーススタディーのように、児童の生活の場で起こ

り得る事例を挙げることで、自分の生活を振り返ることができる学習方法、実験や実地調査な

どの実習といった、児童が積極的・主体的に保健学習に取り組めるような学習方法が挙げられ

る。また、主体的に健康問題に取り組み、解決する力を育てる観点から、「課題を解決してい

くような学習」の実施も求められる。６） 
一方、３年生は社会科や総合的な学習の時間が加わり、身近にいる人々とのコミュニケーシ

ョンをとる機会が多くなる学年でもある。そのため、児童の生活に直接かかわる人々が保健学

習に携わることで、児童自身が自分の生活に興味関心をもつようになり、健康な生活習慣に対

する理解を深めることにつながるのではないかと考える。 
以上のことから、自分の生活に興味関心をもつことができるような実験・実習などの体験的

活動や自分の生活を支える身近な人たちとのかかわりのある活動を保健学習に取り入れるこ

とで、自分にとって健康によい生活の仕方を選択する力を身に付けることができるのではない

かと考え、本主題を設定した。
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仮 説   

保健学習において、自分の生活に興味関心をもつことができるような、実験・実習などの

体験的活動や自分の生活を支える身近な人たちとのかかわりのある活動を取り入れること

によって、自分にとって健康によい生活の仕方を選択する力が身に付く。 

３ 研究の仮説 

主題設定の理由にもとづいて、本研究の仮説を次のように設定した。 

 

 
４ 研究の内容と方法 

（１）本研究をすすめるにあたって、理論的裏づけを文献・資料をもとに行う。 

  ア 学校教育における健康の基本的な考え方 
イ ヘルスプロモーション 

  ウ 保健学習と保健指導  
  エ 小学校における保健学習の基礎・基本と実践力 
  オ 小学校における健康の保持増進にかかわる意志決定・行動選択 

カ 小学校３年生の保健学習 
  キ 「選択する力」 

ク 実践力の育成を図るための学習の展開 

  ケ 実践的な理解のために求められる保健学習の展開 
  コ 保健学習におけるティームティーチングやゲストティーチャーによる学習展開 
  サ 児童の生活習慣 
  シ 身の回りの清潔指導 
 
（２）文献研究をもとに具体的な学習計画を立て実践研究を行い、仮説の有効性を明らかにする。 

  ア 予備アンケート調査・分析 
  イ 事前アンケート調査・分析 
  ウ 検証授業 
  エ 事後アンケート調査・分析 
  オ ワークシート調査・分析 
   
（３）以上の理論的裏づけと実践研究をもとに研究のまとめを行う。 
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５ 研究の構造図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 

 
 

 
 

強くたくましく生きる子〔学校目標〕 

生活習慣の実践・習慣化 

自ら考え健康的に育つ子 

健康によい生活の仕方を選択する力が身に付く

自分の生活を振り返る 

湘南台小学校第３学年（139 人）の保健調査の

実態（本研究予備アンケートより） 

・歯磨き１日に２回必ず行う…56％ 

・むし歯（処置済も含む）保有率 

乳歯…82.7％、永久歯…25.9％ 

・昨年度インフルエンザ感染率…28.8％ 

中央教育審議会第一次答申（1996 年 7 月） 

・体力・運動能力の低下傾向が見られる。 

・生涯にわたり健康な生活を送るための基礎

を培う。 

・学校外の社会人の指導力を、学校教育の場

に積極的に活用すること。 

・児童の５人に１人が生活習慣病の予備軍１）。

〔関心をもって取り組む活動〕 

・実験・実習などの体験的活動 

・身近な人たちとのかかわりのある活動 

自分の生活を 
見直す 

生活行動に関する 

正しい知識をもつ 
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自分の健康を自らだけが支え真の自由

と幸福を求めるのは負担が大きい 

真の自由 
と 
幸福 

 

図２－１ヘルスプロモーション 島内憲夫 1987、吉田・内藤 1997 を改編

政策づくり＝ライフスタイル確立＋環境改善 

真の自由 
と 
幸福 

 

ライフスタイルづくり 

自他の自助努力による 

ライフスタイルづくりの強化 

Health Promotion 

個人の 
技術向上 地域活動支援 

健康を支援

するような

（坂道が緩

やかになる

ような）環

境づくり 

Ⅱ 理論の研究 

１ 学校教育における健康の基本的な考え方 

  ＷＨＯ（世界保健機関）では健康について「健康とは、完全な肉体的、精神的及び社会的福

祉の状態であり、単に疾病または病弱の存在しないことではない」と定義している。 
  体に病気がなく、病弱ではないだけでは健康とは言えないと説明をしており、日本の教育で

は教育の目的として、「教育は、人格の完成をめざし、（中略）自主的精神に充ちた心身ともに

健康な国民の育成を期して行われなければならない。（教育基本法第１条）」とあるように、特

に心と体の健康を重視している。 
  このような心身の健康について、平成９年の保健体育審議会答申では「生涯にわたる心身の

健康に関する教育・学習の充実」の中でヘルスプロモーションの理念にもとづいた健康の保持

増進に関する教育が提唱された。２） 
 

２ ヘルスプロモーション 

ヘルスプロモーションとは、「人々が自らの健康をコン

トロールし、改善することができるようにするプロセスで

ある。身体的、精神的、社会的に良好な状態に到達するた

めには、個人や集団が望みを確認・実現し、ニーズを満た

し、環境を改善し、環境に対処することができなければな

らない。それゆえ健康は、生きる目的ではなく、毎日の生

活の資源である」（ＷＨＯ「ヘルスプロモーションに関す

るオタワ憲章」1986 年、島内

憲夫訳）とされており、その具

体的展開としては、①健康的な

公共政策づくり、②健康を支援

する環境づくり、③地域活動の

強化、④個人技術の開発、⑤ヘ

ルスサービスの方向転換、が提

唱された。 
ヘルスプロモーションは、図

２－１のように、個人の自助努

力による健康的なライフスタ

イルの形成とともに、社会的な

努力によりそれを支える環境

を健康的なものへ改善しようと

するものであり、「健康に資する

諸行為や生活状態に対する教育的支援と環境的支援の組み合わせである」とも言える。 
このヘルスプロモーションは、平成９年に出された「保健体育審議会答申」において「生涯

にわたる心身の健康に関する教育・学習の充実」の中で「ヘルスプロモーションの理念に基づ

く健康の保持増進」として取り入れられている。２)そして、このようなヘルスプロモーション

の理念をもとにして、保健学習では適切な意志決定や行動選択ができる実践力の育成が求めら

れている。７） 
 
３ 保健学習と保健指導 

  学校は学校保健法にもとづいて、児童の健康を保持増進し、心身ともに健康な人間の育成を
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図るという教育目標を達成させる目的で学校保健活動に取り組まなければならないとされて

いる。８）学校保健は保健管理と保健教育の２領域で構成されており、後者は保健の一般的・

基本的概念の習得、身近な健康問題の判断・処理など、健康に関する実践的態度や能力を育て

ることを目的としており、保健学習（health instruction or health teaching）と保健指導

(health guidance)の２つの側面を持っている。保健学習は、健康の保持増進のために必要な

ことがらを科学的、系統的に理解するもので、保健に関する知識や技能を習得する性格を持ち、

保健指導は、日常生活における健康上の問題をより望ましいものに変えていく過程を指してい

る（表２－１）。 
表２－１ 保健学習と保健指導 ９）  

 保健学習 保健指導 

目標・特性 保健の科学的認識（判断・思考力） 
の発達 

・現在よりも、将来を見通した健康問題に

関する知識の習得 

具体的な問題に対処できる実践的能力 
の育成 

・ 将来よりも、当面する健康問題に対する

習慣や態度の育成 

内 容 一般的・基本的な概念 
○学習指導要領の内容 
・ 保健の科学（理論） 
・ 構造的（系統性・関連性）      

○時間数が限定されている。 

当面の健康問題中心           

○ 指導の内容（例）           

・ 日常的（習慣形成） 
・ 臨機的（季節・行事）         

○内容や時間数は児童・生徒の実態や学校

の教育方針によって、学校が定める。 
教育課程 
における 
位置づけ 

○教科  
・ 体育（保健領域） 
・ 保健体育（保健分野） 

     （科目保健）         

○総合的な学習の時間 

○特別活動など             

・ 学級活動 
・ 学校行事 
・ 児童会活動・生徒会活動 

教育課程外 
における 
位置づけ 

 ・ 個人指導、グループ指導 

方 法 ○計画的に指導する。 ○学校の教育活動の全体の中で、児童・生

徒の実態に即し、継続的・効果的に実施

する。 

対 象 学級集団 集団（学級・学年・全校・特定のグループ）

または個人 

担当者 保健体育科または保健担当教員（小学校は

学級担任）、養護教諭（教育職員免許法一部

改正、平成 10 年省令 28 号に基づく） 

学級担任、養護教諭 

（神奈川県小学校中学校研修の手引きより） 
 
 そのため、保健学習は「学習指導要領」にもとづいて学習が行われなければならない。小学

校の場合、体育科の保健領域において行い、体育科の目標を踏まえて指導計画を立てることと

なる。 
しかしながら、小学校中学年の保健学習は学習指導要領において「２学年間で８単位時間程

度」とされており、第３学年の保健領域で扱える時間数は年間を通して４単位時間程度となる

ため、10）第３学年の内容「毎日の生活と健康」を短時間で扱わなければならないのである。 
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  このことに関して、小学校学習指導要領解説体育編では「健康の大切さについては、保健領

域の学習全体さらには教育活動全体を通して認識させることが必要であるが、ここ（第３学年

の保健領域）ではその認識を深めるきっかけとして取り扱うようにする」と示している。また、

戸田は学校教育における保健学習の位置づけを次のように図式化している（図２－２）。11） 

  この図から保健学習では基礎・基本を学び、他の教育課程及び教育活動において補充・深化

していくことが必要であることがわかる。 
つまり第３学年では健康的な生活習慣について「保健学習」において理解し、他の教育活動

（「保健指導」）によって自らの生活に意欲的に実践していく資質を培われるのである。また、

1年間を通しての保健教育が効果的であり、必要とされていることも忘れてはならない。 
 
４ 小学校における保健学習の基礎・基本と実践力 

（１）小学校における保健学習の「基礎・基本」６） 

子どもが身に付けるべき学習の基礎・基本とは、学習指導要領の各教科等の目標、内容と

して定められたもの全体を一言で表現したものととらえることができる。 
保健学習もこの考えを受けるならば、その基礎・基本とは学習指導要領に示された体育科

の「目標」、「各学年の内容及び内容の取扱い」及び「指導計画の作成等」のうち、健康・安

全にかかわるすべてを意味していると理解しなくてはならない。すなわち、各学年に示され

た内容についての知識の理解だけでなく、子どもたちが健康・安全に関して関心をもち、主

体的に学び、よりよく問題を解決していくような資質や能力を育成することが、小学校にお

ける保健学習の基礎・基本として求められているといえる。 
それらを確認した上で、学習過程や教材、指導方法等について創造的に工夫し、そのめざ

す方向や内容に沿った豊かな学習指導を展開するとともに、個に応じた指導を進めながら、

健康の保持増進に役立つ実践力の育成を図ることが必要である。４） 
 

総合的な学習の時間 　（主体的な問題解決）

＊体験重視、多様な展開を工夫

特別活動

（補充・深化・統合・発展）
＊体験・実践を通して学ぶ

関連教科

・家庭科  ・社会科  ・理科等

（基礎・基本の習得）

そ の他の さまざまな学校教育活動や
家庭 ・地域 と連携 した活動

個別指導等を含む
日常的な問題解決

保  健  学  習
実践力の育成
基礎・基本の習得

＊健康・安全で活力のある生活を送る視点から情報収集

道　　　　　　　　　　　　　　　　徳

課題の     整理 ・分析・教材化     日常生活での     実践化

日常の生活、体験

深

り
ま

・
り
が
広

図２－２ 学校健康教育のイメージ 
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（２）小学校における保健学習の「実践力」 

戸田は、保健学習における「健康の保持増進に役立つ実践力」とは、行動をするというこ

とではなく、資質や能力のことであり、評価規準の裏返し（つまり、健康・安全への関心・

意欲・態度、健康・安全についての思考・判断及び知識・理解の総体）であると説明してい

る。４）７） 

   小学校の場合で考えると、学習指導要領解説体育編では、「健康の保持増進を図ること」

とは「健康・安全についての実践的な理解を通して、自らの生活行動や身近な生活環境にお

ける課題を把握し、改善することができる資質や能力の基礎を培うこと」であると示してい

る。このことから、小学校の保健学習で求められる実践力とは、日常生活における、身辺処

理的な行動というような矮小化した捉えではなく、12）自らの生活行動や身近な生活環境に

おける課題を把握し、改善するといった意志決定や行動選択ができる基礎的能力であると言

える。 

 

５ 小学校における健康の保持増進にかかわる意志決定・行動選択 

保健学習における意志決定・行動選択の資質や能力は自分の健康の保持増進のために、生涯

にわたり活かされなければならない。そのため、小学校、中学校、高等学校を通して系統的に

学習展開が行われている。小学校の保健学習はその最も基礎となる部分であり、中学校以降の

保健学習につながる土台となる学習である。 

しかし、小学校の習得すべき具体的内容の説明が学習指導要領には示されていない。そのた

め、小学校の保健学習における健康の保持増進に関する意志決定・行動選択の資質や能力につ

いて明確にする必要があると考える。 
休養及び睡眠の学習を例にすると、各校種の学習指導要領解説体育編では表２－２のように

書かれている。 

表２－２「休養及び睡眠」に関する学習内容の扱い 

小学校 中学校 高等学校 
・食事、運動とあわせて「1 日

の生活リズム」として扱い、

自分の生活を見直すことを通

して、健康によい 1 日の生活

の仕方を知り、実践する意欲

をもてるようにする。 

・長時間の学習、運動、作業な

どは疲労をもたらし、その徴

候は心身の状態の変化として

現れること、これらは運動や

学習などの量と質、環境条件

や個人によって現れ方に違い

があることを知らせ、健康を

保持増進するためには適切な

休養及び睡眠によって疲労を

蓄積させないようにすること

が大切であることを理解でき

るようにする。 
・健康の保持増進を図るために

は、年齢、生活環境等に応じ

た食事、適切な運動、休養及

び睡眠の調和のとれた生活が

必要であることを理解できる

ようにする。 

・健康を保持増進するためには、

適切な食事、運動、休養及び

睡眠など、健康的な生活習慣

が必要であることを理解でき

るようにする。その際、日常

の生活行動と深い関係のあ

る、生活習慣病の予防を適宜

取り上げ、健康に関する適切

な意志決定と行動選択が重要

であることを理解できるよう

にする。 
・個人が健康にかかわる意志

決定と行動選択をしやすい社

会づくりが大切であることに

も触れるようにする。 

このような例をもとにして、小学校で求められる、健康の保持増進のための意志決定・行動

選択に関する知識について、ブルームの教育目標の分類法（タキソノミー）における認知的領

域の構成の見地から表２－３のように考える。 
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表２－３ タキソノミーの認知的領域の構成からみた保健学習における知識の例示 

校種 小学校 中学校 高等学校 
理
解
の 

仕
方 実践的な理解 科学的な理解 総合的な理解 

知
識
の 

分
類 約束ごとの知識 原理や一般化の知識 理論や構造の知識 

具
体
例
及
び 

習
得
す
る
内
容 

「正しい歯のみがき方を知

っている」など形式や約束事

に関してその扱い方や表現の

仕方に関する知識の習得 

 「むし歯になる原理を知っ

ている」など、説明したり、

適切な行為や方向を決定した

りするための価値ある抽象概

念に関する知識の習得 

 「日常の生活行動と生活習

慣病のかかわりがわかる」な

ど、複雑な現象、問題などに

ついての体系的な視点を示す

原理や一般化とそれらの相互

関係に関する知識の習得 

  ブルームによる教育目標の分類法は段階ごとに高次へと発達している。系統的に行われてい

る保健学習の構造もこの分類法にあてはめて考えることができ、小学校の保健学習は中学校・

高等学校で行われる保健学習の基礎となる学習であることがわかる。 
思考・判断の面においては、小学校３年生は抽象思考ができる初期段階にあるといえる。そ

のため、教師の指導の工夫や配慮次第で思考が全体的・構造的に広がって学習を深めることが

できる。保健学習の場合、教師による学習の工夫により、児童が健康によい生活の仕方に関す

る知識・理解から、自分にとって健康によい生活行動について考えられるようになり、自分の

生活の仕方を見直すことにつながると考える。 

また、学んだ知識・理解をもとにして、自分の生活を見直すことにより、そこで得た経験や

考えを新たな学習に持ち込んで、新しい知識を得るというように、生活行動に関する知識の習

得と生活を見直すことが繰り返されることが大切である。 

 
６ 小学校３年生の保健学習 

（１）学ぶべき内容 

   児童の発育・発達の早期化や生活習慣の乱れなどに対応するため、現行の学習指導要領よ

り３年生の保健領域では「毎日の生活と健康」という単元が設定された。この単元では、健

康の大切さを認識するとともに、家庭や学校における毎日の生活に関心をもち、健康によい

生活の仕方を理解できるようにすることをねらいとしている。そのため内容は、健康の保持

増進には１日の生活の仕方が深くかかわっていること、体を清潔に保ち、生活環境を整える

ことなどを中心として構成されている。 

具体的には、1日の生活の仕方については食事、運動、休養及び睡眠といった内容を個々

に扱うのではなく、1日の生活のリズムに合わせて、これらを適切に実践することが大切で

あることを中心に取り扱うこととされている。身の回りの清潔と生活環境については、手や

足などの清潔、ハンカチや衣服などの清潔を保つこと、部屋の明るさや換気などを調節する

ことなどの必要性について取り上げるとしている。また、いずれも「自分の生活を見直すこ

とを通して、実践する意欲をもてるようにすること」とされている。 

 

（２）健康的な生活に関する認識について 

自分の生活と健康に関する認識について、小学校３年生のほとんどの児童は、普段の生活

の仕方が健康につながっているとは考えていないだけでなく、健康を考えた生活の仕方とい

うことを意識すらできない状態である５）という分析がなされている。そのため、「毎日の生

活に関心をもたせ、健康によい生活の仕方を理解できるようにするには、自分たちの生活に

は健康によいものとよくないものがあることを明確にさせておくことがまず必要である５）」

と言われている。 
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７ 「選択する力」 

 小学校３年生の保健学習では、自分

たちの１日の生活リズムや身の回り

の清潔、生活環境には、健康によいも

のとよくないものがあることを知り、

自分たちの生活の仕方と比較して健

康によいかを考えるといった自分の

生活を見直すことを通して、健康によ

い生活の仕方を適切に選択し、自分の

生活に活かすための意志決定や行動

選択ができる基礎的能力が求められ

ていると言える（図２－３）。 

よって、自分の身の回りの生活にお

いて、健康によい生活の仕方を適切に

選択することができる力を身に付け

ることが３年生の保健学習における

実践力に結びつくと考える。 
 
８ 実践力の育成を図るための学習の展開 

基礎・基本の確実な習得をめざし、実践力の育成を図るためには、保健領域の目標等に即し

て、用語の暗記や知識の量に中心を置きがちだったこれまでの教師の授業観や教育観を転換し、

子ども一人ひとりが健康・安全に関して関心をもち、自ら学び、自ら考え、よりよく問題を解

決し、新たな課題の解決に役立つ知識を獲得していけるような創造的な学習指導を展開する必

要がある。４） 
さらに、子どもには、それぞれ、能力・適性や興味・関心、知識の身に付け方や思考・価値

判断、感じ方や受け止め方、学習作業の進め方などに違いがある。そのような子どもたち一人

ひとりに学習が成立し、保健領域の基礎・基本を身に付け、その後の学習や生活に生かすこと

ができるようにするため、次のようなことに留意して創造的な学習指導を展開する必要がある。 
① 子どもが自ら課題を解決し、確かな学力を身に付けていくような学習過程を工夫する。 
② 一人ひとりの知識、経験、学習能力や意欲、興味・関心など個に応じた指導を工夫する。 
③ 子どもの興味や関心を学習に生かしたり、学習意欲を喚起させたりする工夫をする。 
④ じっくりと考え、進んで試みるなど主体的に活動する機会や場面を数多く取り入れる。 
⑤ 多様な指導方法を工夫し、深い理解に導くようにする。 
⑥ 専門家の参画など、指導体制を工夫する。 
⑦ 指導と評価を一体的に進める。４） 
 
９ 実践的な理解のために求められる保健学習の展開 ６） 

実践的な理解を図るための具体的な学習方法としては、児童にとって身近な日常生活の体験

や事例などをもとに、具体的に考えたり話し合ったりするグループ活動、ロールプレイングな

どを用いて疑似体験する活動、実験や実地調査などの実習が効果的であるといわれている。ま

た、主体的に健康問題に取り組み、解決する力を育てる観点から、「課題を解決していくよう

な学習」の実施も求められている。その具体的な方法として次のような学習例がある。 
・ロールプレイング（役割演技）などの疑似体験による学習 

  ・グループ活動による学習 

図２－３ 選択する力を身に付ける学習展開 

自分の生活を見直す 

健康によい
生活行動と
自分の生活
を比べる 

健康によ
い生活の
仕方か考
える 

正しい生活行動に 
関する知識をもつ 

学習から得た経験や考えから新たな学
習に持ち込み新しい知識を得る 

健康によい生活の仕方を選択する力を身に付ける 

健康によいもの
とよくないもの
があること 
を知る 

健康によい

生活行動の

仕方を知る 

学習の工夫 

自分の生活に 
興味関心をもつ 
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  ・実験や実地調査などの実習による学習 
  ・課題解決的な学習 
  ・ブレインストーミング 
  ・事例を用いた学習（ケーススタディー） 
  ・講義形式による学習方法 
 本研究で行う検証授業では、簡単な物語に沿ってスライドを展開させる「スライド紙芝居」

によって、ケーススタディーのような自分の生活の場で起こり得る事例を挙げ、自分の生活を

振り返ることができる活動を用意する。また、衣服の汚れを確認する実験や手洗い、洗顔、歯

みがきに関する実習といったグループに分かれて課題別に行う活動、教室のほこりの具合を観

察・実験し、課題解決を図る活動などとして取り入れる。 
 
10 保健学習におけるティームティーチングやゲストティーチャーによる学習展開 

（１）ティームティーチング（以下「Ｔ.Ｔ.」とする）９) 

平成９年９月に出された保健体育審議会答申において、健康教育の実施体制について、次

のように述べている。 

健康教育は、学校が組織体としての教育機能を発揮すべき典型的な実践の場と捉えられる必

要がある。 
このように学校における組織的な指導体制を整備するためには、まず、校長が健康に関する

深い認識を持ち、健康教育を学校運営の基盤に据えることが重要である。その上で、校長のリ

ーダーシップの下、教頭、体育・保健体育担当教員、保健主事、学級担任、養護教諭、学校栄

養職員はもちろん、学校医、学校歯科医、学校薬剤師等がそれぞれの役割を果たし、日ごろか

ら全教職員で児童生徒の健康課題等を把握するとともに、情報交換や研修に努めるなど、組織

的な機能を発揮できるよう、指導体制を整えることが必要不可欠である。 

この保健体育審議会答申を受け、専門性を有する養護教諭や学校栄養職員の積極的な参

画・協力を得ることなど様々な工夫を行い、指導の効果を高めることも考えられる。 
特に小学校での保健学習において、担任以外の大人が授業にかかわることは、とても意義

のある、重要なことだと言える。Ｔ.Ｔ.の特質として次のようなことが挙げられる。 
① 多様な価値観や生き方 
② 個性と個別性に対応して、一人ひとりの子どもの主体性を尊重 
③ 個に応じた指導をねらいとし、子どもの主体的な学びを中心においた協力指導体制 
④ 習熟度の程度や学び方の質や量に違いが生じ、バラエティに富む 
⑤ 興味関心に違いがあり、個々の違いを基盤にして子どもの心の動きに沿って学習を組

みたてる 
⑥ 学級担任の個性、指導方針、学級経営と、養護教諭の個性、専門性と特質とを合わせ

て、二側面からの指導、巡回観察やＴＰＯに子どもが相談して学ぶなど 
⑦ ティームへは教頭、他教師、栄養士、学校医、学校歯科医、学校薬剤師、歯科衛生士、

親、高齢者等々の多面的な活動も期待される 
また、協同・協働作業のあり方として 

① 協働して指導、補完的役割分担 
② 多面的な評価活動の強調 
なども挙げられている。 
 

（２）ゲストティーチャー 

ゲストティーチャーにおいてもＴ.Ｔ.の特質と重なる部分は多くある。養護教諭や学校医、

保護者などの専門性や特質、経験などは児童に直接影響を与えることが期待され、学習効果
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が高まる可能性が大きいと考える。 
文部科学省初等中等教育局では、ゲストティーチャーを招いた学習について、子どもたち

が実社会での生きた知識や経験に触れる機会を増やすなど、各学校において、子どもたちが

学ぶ楽しさを実感できる取り組みであると報告している。13) 
 
11 児童の生活習慣 

 基本的生活習慣とは、動物として持っている基本的な欲求（食べること、排泄すること、眠

ること）に加え、人間特有の着脱と清潔を加えたもの 14)とされているが、家本は、その具体

となると、人によって多少異なるとして、次の通りに大体の分類をしている。 

① 健 康の管理･･･食べる力・清潔にする力・運動する力・衣服の選択力・危険を避ける力

など、生命を育み、健康に生きるための自己管理ができるなど。 
② 時 間の管理･･･起床・就寝・登下校・約束の時間・チャイムがなったら着席する・授業

時間を守るなど。 
③ も のの管理･･･自他のものの区別がつく・持っていくものを忘れないこと・ものやお金

を大切にすること、整理整頓ができるなど。 
④ 人と交わる力･･･マナー、家族・教師・友だち・近隣の人と挨拶ができる、返事ができる、

意思を伝えることができるなど。 

これらのしつけを通して、生命を守り、その生活を確立し、社会生活に適応する力を育てる

と言っている。また、基本的生活習慣の「習慣」とは、人類・民族が長い間繰り返し行ってき

て、今ではそのことが自然にできる状態になった「生活上のきまり」であり、基本的生活習慣

のしつけで難しいのは、「習慣にする」ことだとも言っている。15) 

「肥満度＋20％以上の肥満傾向児が、この 30 年間で約３倍に増えており、最近の 10 歳代前

半における肥満傾向児の頻度はおおむね 10％に及んでいる 16)」という報告や、「小学校５・

６年生で睡眠時間が９時間を切り、寝るのが 10 時過ぎという児童が増えてきている（平成 12

年度日本学校保健会「児童生徒の健康状態サーベイランス事業報告書」）」、「小学校５・６

年生の約 40％が寝不足と感じ、朝すっきりと目がさめる子は、男子で約３人に１人、女子で

は５人に１人（2000 年度日本保健学会）」という報告などからも、現代の子どもは家本の言

う「基本的生活習慣の習慣化」が確立されていないことがよくわかるであろう。 

しかし、一見「習慣化」されていると思われる生活行動でも、正しく行われているか疑わし

い場合もある。 

食事の例で言うと、規則正しく食事をしていたとしても、家族の帰宅時刻が合わず１人で食

べること（孤食）や、いつも同じものばかりを食べる（固食）ことなどが多くあれば、心身に

影響を及ぼす 17）と言われている。また、歯みがきも正しいブラッシングがされていないとむ

し歯ができる結果となる。「平成 15 年度学校保健統計調査速報」によると小学生のむし歯保

有率（処置完了者も含む）は 71.31％に上ると報告されている。中でも中学年は２学年とも 76％

を超えており、小学校の中で最も多い 18) 結果となっている。 

これらの問題は、現代の生活習慣の在り方からすればごく一部であり、子どもたちの生活の

乱れは深刻化している。中村は子どもの「体力」（筋力、持久力などの「行動体力」、ばい菌

から身を守る「防衛体力」）特に幼児、小学生の「体力」が顕著に低下現象を示していること、

「体力」の低下以外にも子どもたちの体にはいろいろな異変がおこっていることを指摘して、

大きな社会問題であると警告している。17）そして今、家庭で考えるべきこととして３つの提

案を示している。 

① 家庭において、子どもの育ちや生活の問題点をみつけ、それらの問題点を関連付けて、

生活全体を、まずトータルとして考えてみること。 
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② 子どもの問題は、父親、母親、家族の問題点でもあることが多いので、子どもだけを変

えようとせず、一緒になって取り組むこと。 

③ とにかく、できることから取り組むようにすること。 
これらのことは家庭で考えればよいとせず、学校での健康教育、地域の健康に関する活動な

どにおいても真摯に受け止め、児童の生活にかかわる社会全体で改善していかなければならな

いと考える。  
 
12 身の回りの清潔指導 19) 

（１）清潔の習慣の必要性 

健康を保持増進し、健やかな生活を送るためには、清潔にする習慣形成が極めて大切なの

は言うまでもない。現在、その重要性が改めて認識されている性教育やエイズ教育にしても

小学校低学年の場合、保健面では清潔の習慣から、心の面では男女差別をしない、やさしい、

思いやりのある心の育成などから入っていくことになる。 
体の清潔は感染から身を守るための基本的生活習慣であるとともに、皮膚における呼吸や

発汗などの生理的機能を健全に維持するためにも必要であり、さらに、身辺の清潔は他人に

対するエチケットとして社会生活の基本でもある。 
このような理由から、清潔の習慣を身に付ける学習は健康教育において、自らの健康を維

持し増進させるための知識を理解すること、さらに知識だけでなく生活の中でそれを実践す

る力を持つことを目的に行わなければならない。清潔もあまりに潔癖すぎるとかえって困る

ことが生じるが、医学的理由を正しく理解することにより解決できるであろう。 
 

（２）感染予防の基礎となる保健習慣とその意義 

  ア 手洗い 

経口感染症の予防のために手洗いが重要な習慣づけであることは、保健の基礎として理

解されている。 
医学的根拠としては、言うまでもなく手指に付着した病原体や毒性のある物質（環境汚

染物質や有毒植物の成分などが汚れの中に含まれている可能性もある）を洗い流し、口に

入るのを防ぐことにあるが、一般的生活の中での手洗いはよく学校で指導されるように、

通常の石けんを用い、更に流水で洗い流すことで十分である。特に「流水で洗い流す」こ

とに重点をおくことが大切である。 
こうした一般的な洗い方で、手指の細菌をゼロにすることはできないが、通常手に付着

する細菌に病原性の強い菌は少なく、またあるレベル以上の菌量（病原体の数）が入らな

いと発病には至らない場合が多くある。 
従って、手洗いで菌量を少なくしてあれば、たとえ病原体が口から入っても発病のリス

クは少なくなる。目に見える汚れがなくても、目に見えない細菌はたくさん付いているこ

とを子どもたちに理解させたい。 
  イ うがい 20） 

最近の研究において、うがいをしない場合に比べて水うがいは風邪の発症を４割減少さ

せることができるとわかった。一方、ヨード液を使用したうがいでは、１割程度の低下に

止まり、統計学的にも意味のある抑制効果は認められなかった。 
水の乱入によってウィルスそのものか、埃の中にあってウィルスにかかりやすくするプ

ロテアーゼという物質が洗い流されること、水道水に含まれる塩素が何らかの効果を発揮

したことなどが考えられる。また、ヨード液でそれほど効果が出なかったことについては、

ヨード液がのどに常在する細菌叢を壊して風邪ウィルスの侵入を許したり、のどの正常細

胞を障害したりする可能性が考えられるとしている。しかし、正しい方法でうがいを行わ
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ないと、予防効果が期待できないこともわかっている。 
現在、各自でできる風邪、インフルエンザの予防方法は、手洗いとうがいが中心となっ

ている。子どもにとって正しいうがいの仕方を学習することは健康な生活を送る上で必要

であると言えよう。 
  ウ 身体の清潔（入浴・洗髪・洗面） 

手指の他に、身体全体、あるいは頭髪も、汗やほこり、皮膚の表面から自然に剥がれ落

ちる角質などの垢によって自然と汚れる。汚れたままにしておくことは、細菌やカビなど

の繁殖の恐れがあり、皮膚呼吸の妨げにもなり得るし、悪臭を放ち他人の不快（迷惑）に

もつながる。これらのことを子どもたちに理解させ、身体の清潔に努めることは基本的な

健康保持のための習慣にもなる。 
身体の清潔のための入浴の仕方、浴槽に入る前に汚れやすい部分の流し洗いをする習慣、

身体の洗い方などは、本来は家庭でのしつけであるだろうが、宿泊を伴う学校行事の入浴

に際していきなり浴槽に飛び込む子どもが多いことから考えても、学校でも低学年の間に

教えておきたいものである。 
洗面も、皮膚の清潔、思春期になればニキビの予防を含めて重要なことであるが、朝の

洗面などは気持ちをすっきりさせる気分的な効果もあることから、朝の習慣として身に付

けておきたいものである。 
  エ 口腔の清潔（歯みがき） 

むし歯や歯周病の予防に正しい歯みがきの習慣の必要なことは言うまでもない。むし歯

や歯周病も感染症であることから、他の感染症予防の基本と同様である。 
小学校学習指導要領解説体育編では、むし歯や歯ぐきなどの病気を生活習慣病としてと

らえている。そのため、学校において歯みがき指導を行うことは、児童に正しい生活習慣

を習得させるために必要であると言える。 
  オ 下着・衣服の清潔 

身に付ける下着や衣服の清潔は前項の身体の清潔に通じる保健の習慣であるため、その

必要性も身体の清潔に関する内容と同様である。 
成長期は活動が激しく、汗や分泌物が盛んに出るので、吸収性の良い綿の下着を着用し

毎日取り替えるのが望ましいと言える。 
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Ⅲ 検証授業 

１ 検証の視点 

実験・実習などの体験的活動や自分の生活を支える身近な人たちとのかかわり合いといった、

自分の生活に興味関心がもてるような学習を設定することによって、自分にとって健康によい

生活の仕方を選択することができるようになったか。 
 

２ 検証の方法 

（１）期 間  平成 17 年 10 月 21 日（金） ～ 11 月８日（火） 

（２）場 所  藤沢市立湘南台小学校 ３年３組教室、家庭科室（２時間目） 

（３）対 象  第３学年３組（35 名） 

（４）単元名  毎日の生活と健康 

（５）方 法 

  ア 単元学習指導計画立案 

  イ 実態調査（予備アンケートによる生活習慣の調査） 

  ウ 健康によい生活に関する調査・分析（事前・事後アンケート） 
事前事後に健康でいるために必要な生活行動（11 項目）、自分自身でできる生活行動に

関する調査を行った。設問内容は事前事後共に同じとし、比較しやすくした。実施日は次

の通りである。 
  （ア）事前 ９月 29 日 実施 

（イ）事後 11 月 15 日 実施 

  エ 学習カードの作成 
  （ア）ワークシート（毎時） 
  （イ）振り返りカード（毎時） 
  （ウ）まとめミニテスト（４時間目） 

オ ＶＴＲ撮影 
  毎時間、デジタルビデオカメラにより児童の学習の様子、授業の展開について記録した。 

カ 授業実践 
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キ 結果の分析 
実験・実習などの体験的活動や自分の生活を支える身近な人たちとのかかわり合いといった、

自分の生活に興味関心がもてるような学習を設定することによって、自分にとって健康によい

生活の仕方を選択することができるようになったかについて、表３－１に示した分析の視点及

び具体的な分析の観点と方法をもとに結果を分析する。 

表３－１ 分析の視点と方法 

分析の視点 具体的な分析の観点と方法 

（１） 

生
活
行
動
に
関
す
る
正
し
い
知
識
を 

も
つ
こ
と
が
で
き
た
か 

ア スライド紙芝居を使用した学習によって、健康によい 1日の生活の仕方がわかっ

たか 

（ア）○×で答える問題の正答率（振り返りカード） 
（イ）発問に対する記述による解答（ワークシート） 
（ウ）単元の振り返りに行う問題に対する解答（まとめミニテスト） 
（エ）活動中の行動、つぶやきなど（ＶＴＲ） 

イ 自分の生活を支える身近な人たちとのかかわりや実験・実習などを取り入れた学

習によって、体を清潔にする方法、健康によい環境（教室の空気、明るさ）にする

方法がわかったか 

（ア）○×で答える問題の正答率（振り返りカード） 
（イ）発問に対する記述による解答（ワークシート、振り返りカード） 
（ウ）単元の振り返りに行う問題に対する解答（まとめミニテスト） 
（エ）活動中の行動、つぶやきなど（ＶＴＲ） 

（２） 

健
康
に
よ
い
生
活
の
仕
方
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
た
か 

自
分
の
生
活
を
見
直
す 

こ
と
が
で
き
た
か 

ア 自分の生活を支える身近な人たちとのかかわりや実験・実習などを取り入れた学

習によって、健康によい生活行動と自分の生活を比べることができたか 

（ア）１時間目の課題選択時及び２時間目の実験・実習中に使用したワークシートの

記述内容（ワークシート） 
（イ）活動中の行動、つぶやきなど（ＶＴＲ） 

イ 自分の生活を支える身近な人たちとのかかわりや実験・実習などを取り入れた学

習によって、健康によい生活の仕方か考えることができたか 

（ア）単元の振り返りに行う問題に対する解答（まとめミニテスト） 
（イ）事前・事後アンケートの「自分の生活の仕方」に関する項目 

 

３ 学習指導計画 

（１）学習のねらい（単元の目標） 

ア １日の生活の仕方、身の回りの清潔や生活環境、自分の健康を支える様々な保健活動に

ついて、実験・実習や教師、友だちからのアドバイス、学習資料をもとに、課題に関して

調べようとする。 

イ １日の生活の仕方、身の回りの清潔や生活環境、自分の健康を支える様々な保健活動に

ついて、課題を見つけたり、自分にとって健康によい生活の仕方を選んだりすることがで

きるようにする。 

ウ １日の生活の仕方、身の回りの清潔や生活環境、自分の健康を支える様々な保健活動に

ついて、実践的に理解し、健康に過ごすための生活の仕方を言ったり、書き出したりする

ことができるようにする。 
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（２）評価規準 

  ア 単元の評価規準 
健康・安全への 
関心・意欲・態度 

健康・安全についての 
思考・判断 

健康・安全についての 
知識・理解 

・自分の生活を振り返って、学

習に取り組もうとしている。 
・教師や友だちとともに、実験

や実習などから課題を調べよ

うとしている。 
 

・自分の生活の仕方について問

題点を見つけ、課題を選んで

いる。 
・自分にとって健康によい生活

の仕方を選んでいる。 

・健康に過ごすための生活の

仕方を言ったり、書き出し

たりしている。 

  イ 具体の評価規準 
評
価
の
観
点 

「十分満足できる」 
と判断される状況 

「おおむね満足できる」

と判断される状況 評価方法 
「努力を要する」 
と判断される状況 
の児童への手立て 

①自分の生活について、

よい点や課題となる点

を進んで発言、発表し

ようとしている。 

①自分の生活について、

よい点や課題となる点

を発言、発表しようと

している。 

発言 
 

ア 

健
康
・
安
全
へ
の 

関
心･

意
欲
・
態
度 

②自分の課題について進

んで調べようとしてい

る。 

②自分の課題について調

べようとしている。 
観察 

学習に関心や
意欲がもてない
原因を明らかに
しながら、友だち
の生活の仕方と
自分の生活の仕
方を比べさせて
みるなどの支援
を行う。 

 
①自分の生活を振り返

り、問題点を見つけ、

自分に合った課題を

選んでいる。 

①自分の生活を振り返

り、問題点を見つけ、

課題を選んでいる。 

ワークシート 
 イ 

健
康
・
安
全
に
つ
い

て
の
思
考
・
判
断 

②健康によい生活の仕方

を提示したものの中か

ら適切に選んでいる。 

②健康によい生活の仕方

を提示したものの中か

ら選んでいる。 

まとめミニテスト 
観察 

 友だちの意見

を参考にしなが

ら自分で考えら

れるように働き

かける。 

①健康によい生活の仕方

を具体的に言ったり書

き出したりしている。 

①健康によい生活の仕方

を言ったり書き出した

りしている。 

発言 
振り返りカード 
 

②毎日を健康に過ごすた

めの体を清潔に保つ方

法や、室内の換気、明

るさの調節の仕方を具

体的に言ったり書き出

したりしている。 

②毎日を健康に過ごすた

めの体を清潔に保つ方

法や、室内の換気、明

るさの調節の仕方を言

ったり書き出したりし

ている。 

発言 
振り返りカード 

ウ 

健
康
・
安
全
に
つ
い
て
の 

 

知
識
・
理
解 

③毎日を健康に過ごすた

めに学校では様々な保

健活動が行われている

ことを具体的に言った

り書き出したりしてい

る。 

③毎日を健康に過ごすた

めに学校では様々な保

健活動が行われている

ことを言ったり書き出

したりしている。 

発言 
振り返りカード 
 

普段の生活場

面を例に出した

り、具体的に説明

をしたりするこ

とで、理解できる

ようにする。 
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（３）単元計画 

 
 

時数 第１校時 第２校時 第３校時 第４校時 

活動名 
１日の生活 体の清潔 

室内の空気や   

明るさと健康 

健康な生活と   

健康を守る活動 

 

 

 毎日を健康に過ごす

ためには１日の生活が

深くかかわっているこ

とがわかる。また、１

日の生活の仕方以外に

も健康を保つために必

要な生活行動があるこ

とに気付き、自分の生

活を振り返り、課題を 

見つけることができる。

 自分の生活を振り返

り見つけた課題に対し

実験や実習を通して、

毎日を健康に過ごすた

めに必要な体を清潔に

保つ方法がわかるとと

もに自分の生活にあて

はめて考えることがで

きる。 

 毎日を健康に過ごす

には室内の空気や明る

さが深くかかわってい

ることがわかるととも

に自分の生活にあては

めて考えることができ

る。 

 学校では保健室の活

動をはじめ様々な保健

活動が行われているこ

とがわかるとともに、

自分にとって健康によ

い生活の仕方を選ぶこ

とができる。 

0 

 

 

10 

 

 

 

 

20 

 

 

 

 

30 

 

 

 

 

40 

 

45 

オリエンテーション 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題選択の説明 

 

振り返り 

次時の予告 

本時の説明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

振り返り 

次時の予告 

本時の説明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

振り返り 

次時の予告 

本時の説明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

振り返り 

 

単元のまとめ 

実験・実習 
（ゲストティーチャー

による課題別学習）

・手洗い 

 ・歯磨き 

 ・衣服の清潔 

・顔の洗い方 

受講証の配付 

毎
時
間
の
ね
ら
い 

時
間
（
分
） 

１日の調和の 
とれた生活 

（スライド紙芝居を使用）
１日の生活スライド紙しばい

かあくん
です！

まあくん
です！

 
調和のとれた生活

以外に必要な事がら 

・体や身の回りの清潔 
・室内の空気や明るさ 

課題の選択 

教室の明るさの調節

について 

体や身の回りを 
清潔にすることの 
大切さの確認 

照明器具を使った

ほこりの観察 
（養護教諭とのティ

ーム・ティーチング

による授業展開） 

・ほこりの正体は

何か 

・なぜほこりが多

いといけないの

か 

・換気の仕方に 
ついて 

まとめミニテスト 
（スライド紙芝居を使用

健康によいこと

とよくないことの

確認 
 

先生の話 

みんなの健康を

支える生活の仕方

と学校での保健活

動について 
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４ 学習内容について 

（１）児童の健康に対する意識 

   図３－１は検証授業の対象児童 35 名に「自分が健康だと感じる時はどんな時ですか」と

いう質問を行い、健康に対する意識について調べた結果をまとめたものである。 

   ６割以上の児童が自分なりの考えをもっており、健康だと感じる時の多くが、３年生の保

健学習で求められている学習内容にあてはまる項目であることがわかった。 

小学校の保健学習とは、３～６年生の４年間で身近な生活における課題を発見し、解決する過

程を通して、心身の健康や安全の大切さに気付くことなどを各学年に分けて、実践的に理解する

学習である。３年生はその身近な生活における「毎日の生活の仕方に関する部分」を学習するの

である。 
「小学校３年生のほとんどの児童は、普段の生活の仕方が健康につながっているとは考えてい

ないだけでなく、健康を考えた生活の仕方ということを意識すらできない状態である」と言われ

ているが、特に３年生の保健学習では「健康とは何か」を指導するのではなく、「自分は健康だ

と感じる根拠は何か」を考えることができるように指導することが優先されるのではないかと考

える。 
この考えをもとにして、本検証授業では図３－１の結果を踏まえ、生活の仕方を学習すること

で自分たちの生活の仕方が児童の考える健康と感じる事象につながっていると考えることがで

きるように指導したい。 

 

（２）創造的な学習指導の工夫による学習の効果 

   児童が、自分にとって健康によい生活の仕方を選択することができるようにするために、

「Ⅱ‐８『実践力の育成を図るための学習の展開』」で挙げた次の①～⑦の項目に留意し、

創造的な学習指導の展開を図った。 

① 子どもが自ら課題を解決し、確かな学力を身に付けていくような学習過程を工夫する。 
② 一人ひとりの知識、経験、学習能力や意欲、興味・関心など個に応じた指導を工夫する。 

児童の普段の生活の仕方、健康、衛生に関する知識を基準にして、児童が自身の生活を振

り返り、課題を見つけて取り組むことで、正しい知識を習得したり自分の生活を改善したり

することができる学習となるように工夫した。   
また、学習指導要領で求められている学習内容をもとにして、児童が直面している健康課

図３－１ 「自分が健康だと感じる時はどんな時ですか」という質問に関する回答（複数回答有り）
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題を学校生活の様子や予備アンケートから取り出し、授業計画に反映させた。 

時数 １時間目 ２時間目 ３時間目 ４時間目 
（まとめ） 

児童の学習内容 

・健康によい 

生活の仕方

に関する知

識の習得 

・自分の生活の

問題点の把握 

・自分にあった

課題の選択  

・課題に対する正しい知識の習得 

・生活の仕方の再確認 
（正しい方法を自分の生活にあて

はめて考える） 

・健康によい生

活の仕方を

選択する力

の習得  

具体的に扱った

項目 

・起床・睡眠 
・朝食・夕食 
・学校での様

子 

・手の洗い方 
・歯のみがき方 
・体の洗い方 
・衣服の交換 

・手の洗い方 
・歯のみがき方 
・顔の洗い方 
・衣服を清潔に

保つこと 

・教室内の空気

を清潔に保

つこと 
・教室内の明る

さを調節す

ること 

・１～３時間目

までに扱っ

た項目 

 
③ 子どもの興味や関心を学習に生かしたり、学習意欲を喚起させたりする工夫をする。 
④ じっくりと考え、進んで試みるなど主体的に活動する機会や場面を数多く取り入れる。 
⑤ 多様な指導方法を工夫し、深い理解に導くようにする。 

   児童が意欲的に学習できるようにするために実験・実習を取り入れ、児童が参加しやすい

学習内容を計画した。また、健康によい生活や健康によくない生活について、自分の生活と

比べたり、教室のほこりを観察し効率のよい換気の仕方を考えたりすることができるような

場面を設定した。 
時数 １時間目 ２・３時間目 ４時間目（まとめ） 

指導法の 
工夫 

・スライド紙芝居 
「まあくん、かあくんの１日

の生活」 

・課題別活動（歯みがき、

洗顔、手洗いの各実習及

び汗の染め出し実験） 
・教室のほこりの観察 

・スライド紙芝居 
(まとめミニテスト) 
「みっちゃんの 1 日の生活」 

児童の学習に

与える 
効果・作用 

 

・ケーススタディーのように

場面ごと生活を振り返らせ

ることができる 
・ストーリー仕立ての学習展

開により学習への意欲・関

心を引き出す 

・体験的、実感的に理解さ

せることができる 
・学習意欲や関心を高める 
・児童の実生活に即した実

習、実験のため、自分の

生活の仕方から問題点を

見付けさせやすくなる 

・ケーススタディーのように

場面ごと生活を振り返らせ

ることができる 
 

 
⑥ 専門家の参画など、指導体制を工夫する。 

   歯科衛生士、保護者、養護教諭にゲストティーチャーとして協力してもらい、専門家の視

点、児童の生活の身近にいる大人からの視点によって学習指導の工夫を図った。また、Ｔ.
Ｔ.として養護教諭に指導の協力を得ることで、学習内容の説得力を増す効果が得られ、効

果的に授業を展開することができる。 
児童の学習に与える効果・作用 

ゲストティーチャー 
（２時間目） 

・複数の課題に応じた学習の同時進行が可能となる 
・個に応じたアドバイスが充実する 
・歯科衛生士が指導を行うことで、専門的知識による指導が可能となる 
・保護者が指導を行うことで、経験的知識による指導が可能となる 
・児童の生活の身近にいる大人が指導に当たることで、児童の関心を高める

作用が期待できる 

ティームティーチング 
（３時間目） 

・保健の専門家の視点から教室の環境の状態、換気の仕方についての指導が

可能となる 
・児童からみて「保健室の先生」という信頼により指導に説得力を与える 
・学習の補足的指導、学習展開の効率を高めることができる 
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⑦ 指導と評価を一体的に進める。 

   指導計画の展開にあわせて、学習評価の観点を設定し、用意した学習資料や授業中の様子

から評価を行った。 

時数 学習資料、授業中の様子 学習評価の観点 

１時間目 

ワークシートの使用 
・スライド紙芝居の展開にあわせた記入 
・２時間目の学習のための課題選択 

学習の様子 

振り返りカードの使用 

 
知識・理解 
思考・判断 

関心・意欲・態度、思考・判断 

知識・理解 

２・３時間目 

ワークシートの使用 
・学習をしてわかったこと、気づいたこと、自

分の考えなどの記入 

実験・実習・観察中の様子 

振り返りカードの使用 

 
 関心・意欲・態度、思考・判断 
 

関心・意欲・態度、思考・判断 

知識・理解 

４時間目 

ワークシートの使用 

学習の様子 

まとめミニテストの使用 

知識・理解 

関心・意欲・態度 

思考・判断、知識・理解 
 

（３）検証授業までの流れ 

   表３－２は学習が計画・実施されるまでの流れをまとめたものである。この他に、担任、

養護教諭とは毎月１～２回の計画確認を行い、歯科衛生士とは電話・ＦＡＸ・電子メールに

よる計画確認を行った。 

表３－２ 学習までの主な流れ 

月 日 内 容 月 日 内 容 

６月 ・予備アンケート実施 

７月  19 日 

20 日 

・保健通信（no.1）発行 

・保健通信（no.2）発行 

10月  ５日

    ７日

11 日

13 日

21 日

25 日

・歯科衛生士との打ち合わせ 

・養護教諭との打ち合わせ 

・担任、養護教諭との打ち合わせ

・保護者ボランティア説明会 

・検証授業１時間目実施 

・検証授業２時間目実施 

11月  １日

８日

・検証授業３時間目実施 

・検証授業４時間目実施 

学習後の流れ 

９月  ８日 

21 日 

22 日 

29 日 

 

 

30 日 

・担任、養護教諭との打ち合わせ

・担任、養護教諭との打ち合わせ

・養護教諭との打ち合わせ 

・歯科衛生士への協力依頼 

・保護者ボランティア協力依頼 

・事前アンケート実施 

・保健通信（no.3）発行 

・養護教諭との打ち合わせ 

・事後アンケート実施 

・保健通信（no.4 以降）発行 

・追跡調査（保護者対象） 

・追跡調査（担任、養護教諭対象） 
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みなさんはどうですか？

しっかり
あらえているよ！

◎

ひょっとしたら、
まあくんとおなじかも・・・

○

まあくんよりも
できていないかも・・・

△

体もきれいになったし、
あーきもちよかった！

（４）教材・教具などの工夫 

  ア スライド紙芝居 

    プレゼンテーションソフトを使用して作成した視覚教材。紙芝居のように簡単な物語に

沿ってスライドを展開させることで児童が学習しやすいように考慮した。ケーススタディ

ーのように児童が毎日の生活で直面すると思われる生活場面を事例として挙げ、自分の生

活と比べたり、健康によい生活かを考えたりすることができるように工夫した。 

（ア）「まあくん、かあくんの 1 日の生活」（１時間目） 
    １日の生活の仕方が違う２人を生活の場面ごと比較しながら見ることができる「スラ

イド紙芝居」を作成、使用した。睡眠・起床・食事・運動の４場面を用意し、場面ごと

自分の生活の仕方を振り返ることができる。 

 
（イ）「まあくんが病気になった原因について」（１時間目） 
    健康によい生活を送っているように見えたまあく 

んが病気になった原因を理解しながら、自分の生活に

ついて考えることができる「スライド紙芝居」を作成、

使用した。２時間目の学習を考慮して、スライドから

自分の生活行動の問題点を見取り、学習課題の選択を

行えるようにした。 
 
 

（ウ）まとめミニテスト「みっちゃんの 1日の生活」（４時間目） 

１時間目から３時間目までの学習内容をもとにして作成したスライド紙芝居による

まとめのテストである。スライドは８枚あり、児童は登場人物（みっちゃん）の生活行

動に関して場面ごとに◎・○・△の３段階で評価し、評価に対する説明を記述する。最

後にみっちゃんにアドバイスを行う。 

  ３段階評価は健康によい生活か、よくない生活かを学習経験をもとに判断できている

かを見取る資料として扱う。また、評価に関する説明の部分は授業内容を理解している

かを見取るために扱う。 

 

さて、あなたの
１日のせいかつのしかたは
「まあくん」ににていますか？
それとも「かあくん」ににていますか？

まあくん かあくん

１・４（まとめテスト）時間目
〔スライド紙芝居〕
２人のおきる時こく

まあくん

自分でおきる
だれかに
おこされる

かあくん

Ｐ.16

どちらが「かあくん」、「まあくん」でしょう？

きゅう食の前は、
手をあらいました。
みっちゃんは
水道の水で
あらいました。

あと３０びょう！

おわり

みっちゃんの「1日のせいかつのしかた」をみて、
◎ ○ △をつけましょう。また、りゆうを書きましょう。

まい日の生活 スライドテスト

みっちゃんの
「1日の生活のしかた」をみて、

◎（よくできている）
○（できている）
△（もう少し）
をつけましょう。

また、そのりゆうを書きましょう。

みっちゃん
です！

あと３０びょう！ スタート！
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イ 各課題で使用した教具（２時間目） 
（ア）手洗い実習で使用した教具 

    小麦粉とうがい薬を使用した。うがい薬に含まれるヨウ素が小麦粉の澱粉に反応し、

紫色に変色させる性質を利用した。小麦粉を手につけ、水で手洗いをする。澱粉が残っ

ている部分が紫色に変色をして、手洗いが不十分であることがわかる。 

（イ）洗顔実習で使用した教具 
     石けんを用意し水道水で行った。また、確認用の手鏡を児童に持参させ、衣服が濡れ

てもよいように、体操着の着用を促した。ゲストティーチャー（保護者）がヘアバンド

を用意してくれたおかげで髪の毛の長い児童が髪を気にすることなく、実習を行うこと

ができた。 

（ウ）歯みがき実習で使用した教具 
    歯の模型、説明用のイラスト等をゲストティーチャー（歯科衛生士）が持参した。児

童には自分の歯ブラシ、コップ、手鏡を持参するように事前に指示をした。 

（エ）汗のそめ出し実験で使用した教具 
    子ども用シャツ、靴下を用意し、事前に児童を集め、趣旨を説明し、理解を得てから

希望者を募って授業の前日に１日着用してもらった。また、汗や皮脂に含まれるタンパ

ク質に反応し紫色に変色をするニンヒドリン試薬を用意し、養護教諭の協力のもと水溶

液を作成した。加熱する必要があるため、アイロンを用意した。 
 
ウ 教室のほこりを確かめるための器具（３時間目） 

演劇や学校のテレビ放送用の照明器具を使用した。室内を暗くし、照明を高い位置から

斜めに照射し、児童が直接照明を見ないように配慮しながら、ほこりを観察するという方

法をとった。また、室内の明るさの調節を説明する際にも利用した。 

 

 

５ 検証授業の結果と考察 

  検証授業から得られたデータをもとに、設定した検証の視点に沿って分析し、自分にとって

健康によい生活の仕方を選択することができるようになったかについて考察していくことに

する。 
  なお、分析・考察を進める上で文中に使用した図表のデータについては、次の通りである。 

  授業の出席者数 

時間 1 時間目 ２時間目 ３時間目 ４時間目 

出席者数 35 名 35 名 34 名 35 名 

 

  ２時間目の課題選択の各人数 

実験・ 

実習 

手洗い 

実習 

洗顔 

実習 

歯みがき 

実習 

汗の染め出し

実験 

人数 11 名 ４名 11 名 ９名 

 

また、図表中の児童の記述内容は、できる限り児童が記述したままの表現で載せてある。 
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図３－２ 「健康によい生活をしている

のはまあくん・かあくんのようだ」とい

う質問に対して、児童が選んだ結果 

両方,, 3%

かあくん,
, 0%

無記入, ,
6%

91%

どちらでも
ない, 0%

まあくん

（１）生活行動に関する正しい知識をもつことができたか。 

  （ア）○×で答える問題の正答率（振り返りカード） 
表３－３は 1時間目の授業の最後に行った振り返り時の○×問題の結果である。 
問題は授業で扱ったスライド紙芝居「かあくん・まあくんの 1日の生活」をもとにし

て設定してある。（１）（２）（４）は 80％を超える割合で正答しているが、（３）（５）

の項目に関しては、他の問題と比較して正答率が低い。特に（３）の正答率の低さにつ

いて考えられるのは、問題文を「11 時に寝る」という内容と「（自分で寝る時間を）決

めている」という内容に分けて解答しているということである。この点に関しては、４

時間目「まとめミニテスト」の結果において同様の解答がなされており、その解答に対

する説明も記述されている。（５）に関しては自分の生活を照らし合わせて解答してい

るのではないかと考えられる。そのため、今回の設問の仕方では教師が意図する方向に

展開するためには不十分であったと推察する。   

 

 

（イ）発問に対する記述による解答（ワークシート） 

      図３－２はスライド紙芝居「まあくん・かあ

くんの 1 日の生活」を見た直後に行ったワーク

シートの集計である。「健康によい生活をしてい

るのは  のようだ」という文章の□内にまあ

くん・かあくんの選択肢があり、○で囲むよう

になっている。 
集計の結果をみると「まあくんの方が生活の

仕方がよいであろう」と考える児童が 91％を占

めている。 

 
 
 
（ウ）単元の振り返りに行う問題に対する解答（まとめミニテスト） 
表３－４は４時間目に行ったまとめミニテスト（スライド計８枚）のうち、１時間目

「１日の生活の仕方」に関するスライド（４枚）について、児童が記述した内容をまと

め、解答数が多いものを表にしたものである。 
いずれの場面も、１時間目に扱ったスライド紙芝居を思い浮かべ、まあくんの生活（健

康によい生活の仕方）、かあくんの生活（健康によくない生活の仕方）を例に比較した

表３－３ 1 時間目の振り返りで○×問題に正答した人数とその割合   

問題 正答 正答した割合

（１）寝ている時間を多くするために、朝ごはんを食べない。 × 91.4% 

（２）歯みがきは、歯がきたないと思った時にする。 × 80.0% 

（３）毎日、「夜の 11 時にねる」と決めている。 × 62.9% 

（４）休み時間は外に出て、友だちと一緒に体を動かす。 ○ 88.6% 

（５）朝は目覚まし時計を使わずに、誰かに起こされる。 × 74.3% 

ア スライド紙芝居を使用したことで、健康によい１日の生活の仕方がわかったか。 
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「（１）ア スライド紙芝居を使用したことで、健康によい１日の生活の仕方がわかったか」に

ついての考察 

スライド紙芝居を用いることによって、児童は健康によい生活、健康によくない生活を比較

しながら学習を進めることができた。○×問題の結果（表３－３）からは、自分の生活を基準

にして問題を解いている傾向が見られたため、そこから１日の生活を理解しているかを見取る

ことは難しいが、ワークシートの記述（図３－２）や授業中の言動（表３－５）から、児童の

中に「まあくんの生活の仕方は健康によい生活リズム、かあくんは健康によくない生活リズム

だ」と理解していると考える。また、４時間目のまとめミニテストの解答（表３－４）から、

授業の内容をもとにした記述が多くあることがわかり、学習の成果が表れているとして、スラ

イド紙芝居を使用した学習によって、健康によい１日の生活の仕方がわかったと考察する。 

解答や、スライドの説明で扱った表現や言葉などから解答文を作成している傾向が見ら

れた。また、「残さず食べた」「元気に○○した」など、ミニテストのスライドに表示さ

れる説明文をもとにした解答もあった。 

表３－４ まとめミニテストの文章による解答（複数解答あり） 

※場面 記述の内容及びその人数 

(1)

朝

起
き

た
時 

「一人で起きた」 

「早起きができた」 

「自分で目ざましをかけておきるから」など                …31 名

(3)
朝
ご
は 

ん
の
時 

「のこさず食べた」                

「食べると元気が出る」 

「のこさずしっかり食べるのはえらい」など            …31 名 

(4)
学
校
で 

の
様
子 

「しっかり朝ごはんを食べたから、元気だし、運動もしやすくなると思う」 

「しっかりじゅぎょうを受けて、休み時間に外で元気に体を動かしているから」

「外で遊ぶと元気になって、体にいいから」など          …27 名 

(8)
寝
る
ま
で 

の
過
ご
し 

 

方 

「ねるのがおそい、早くねた方がよい」     

「おそくまでおきていたのはいけないけれど、自分でふとんに入った」 

「お話やテレビを見るのはいいが、ねるのは早くねる」など     …34 名 

   
（エ）活動中の行動、つぶやきなど（ＶＴＲ） 

  表３－５は 1 時間目の授業で、1 日の生活について理解をしているとわかる言動をまと

めたものである。まあくん、かあくんの生活の仕方についての言動が見られた。 
 

 

（ 

 

 

 

 

表３－５ 1日の生活の仕方に関わる言動 

児童の行動、つぶやきなど 
・寝る時刻が決まっていることなど、「生活のリズム」の説明をした時のうなずき 
・「生活のリズムがよいと言えるのはかあくん、まあくんのどちらか」の問いに対して 
「まあくんのほうがよい」という解答 

※ 

場
面
の
（）
内
の
数
字
は
設
問
の
番
号 
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（ア）○×で答える問題の正答率（振り返りカード） 

 表３－６は２時間目の最後に行った振り返り時の○×問題の結果である。全員の解答

について、85％以上の高い正答率である。また、（１）（２）の項目は実際に実習した児

童のみの正答率を取り上げた。手洗い実習を行った児童は（１）の項目を全員正しく答

えている。一方、歯みがき実習を行った児童の（２）の正答率を見ると、全員の場合の

正答率よりも低い割合であったが、歯みがき実習者 11 名中 10 名が正答し、他 1名は○

×問題を解答していなかった。 

表３－６ ２時間目の振り返りで○×問題に正答した人数とその割合 

正答した割合 
２時間目   問題 正答

全員 実習した児童

（１）手洗いは水道の水だけで流すだけでよい。 × 91.4% 
手洗い実習者

（11 名中 11 名）

100% 

（２）むし歯を防ぐには、しっかりと歯みがきをしないといけない。 ○ 97.1% 
歯みがき実習者

（11 名中 10 名）

90.9% 

（３）体をせいけつにすることと、自分のけんこうとは関係がない。 × 88.6%  

   

 表３－７は３時間目の最後に行った振り返り時の○×問題の結果である。２時間目同

様に 85％以上の高い正答率である。 

表３－７ ３時間目の振り返りで○×問題に正答した人数とその割合（３時間目 欠席 1名） 
３時間目   問題 正答 正答した割合

（１）さむい日は冷たい空気が入らないようにするために、窓は１日中開けないほう

がよい。 
× 91.2% 

（２）教室を走り回ると、たくさんのほこりがまうので、とくに給食中は静かに動くよう 

にする。 
○ 97.1% 

（３）日光でまぶしい時にはカーテンを閉めたほうがよい。 ○ 85.3% 

 

（イ）発問に対する記述による解答（ワークシート、振り返りカード） 
  表３－８は３時間目の教室内のほこりを観察し、教室内の空気をきれいにする必要性

を考える学習の中で換気の方法についてワークシートに記述した内容をまとめたもの

である。左側が「向かい合う窓を開ける」という効率のよい換気の仕方を学習する前の

記述であり、右側が学習をした後の記述である。   
効率のよい換気の仕方を学習する前は、今までの保健指導や学級指導で学んだ知識に

よる記述など、ほこりを減らすための方法が複数に分かれた。学習では実際に窓や戸を

開けてほこりがどの様に動くか実験・観察をした。その後で、学習前と同様の質問をす

ると、「向かい合う窓を開け、空気の通り道を作る」方法を挙げた児童は 26 名となった。

わかったことや感想を書く欄には「バタバタしないようにする。」、「自分の部屋も教わ

ったようにする。」といった、今後の生活に関する記述も見られた。 

イ 自分の生活を支える身近な人たちとのかかわりや実験・実習などを取り入れた学習に

よって、体を清潔にする方法、健康によい環境（教室の空気、明るさ）にする方法がわ

かったか。 
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体の清潔と
は無関係の
記述を
している,
  3%

無記入,
  14%

体の清潔

に関する
記述をし

ている,
83%

 

図３－３は２時間目の最後に行った振り返り時の記述問題の結果を書かれた内容に

よってまとめたものである。体の清潔に関する問題は学習で扱った表現や言葉を使用し

た説明が多く、「バイキンが増える」「バイキンが体に入る」「健康や清潔を保つため」

など体の清潔に関する記述が 80％を超えていた。 

具
体
的
な
記
述
の
内
容 

 

「バイキンがふえてほかの人にうつったりするから」 

「体をせいけつにするため」 

「びょう気やウイルスにかんせんすることがなくなること」 

「体がかゆくなる。おなかがいたくなる」 

「手や下着がよごれると、自分のけんこうによくないから」 

「そのまま着ると体がかゆくなるから、とりかえないといけな

い。手は石けんで手をあらわないとかぜもひくし、手もきたな

くなるから」 

「体をせいけつにするため」 

図３－３ ２時間目の振り返りカードの記述問題に対する解答 

また、図３－４は３時間目の最後に行った振り返り時の記述問題の結果を書かれた内

容によってまとめたものである。ほとんどの児童が授業で学習した内容に関する記述を

していることがわかった。その中には、「明るすぎてもよくない」「明るさを調節する」

など、授業で学んだ内容をもとに、詳しく説明をしている児童が８名いた。 

表３－８ 教室内の換気に関するワークシートの記述内容 （欠席 1名 複数回答有り） 

 
学習前に書いた児童の考え 

「向かい合う窓をあけて、 
空気の通り道を作る」 

という学習を行った後の児童の記述 

問題１ 
「教室の中のほこりをへらすには 
  どうしたらよいでしょうか。」 

問題２ 
「毎日の生活において、 

教室の空気をきれいにするために、 
自分たちでできることを書きましょう。」

  

14名

12名

10名

4名

2名

1名

1名

0 2 4 6 8 10 12 14 16

窓を開けて空気を入れ替える

掃除をする

教室で暴れたり走ったりしない

うちわであおぐ、扇風機・息を窓に
向けてかける

掃除機でほこりを吸い取る

ほこりを教室に入れないようにする

植物をおいて、空気をきれいにする

(人)

 

4名

2名

1名

26名

0 5 10 15 20 25 30

向かい合う窓（教室では窓と扉）を
開けるようにする、
空気の通り道を作る

教室で暴れたり走ったりしない

空気の入れ替えをする

掃除をする

(人)

体の清潔とは

無関係の記述

をしている, 
３１％ 
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具
体
的
な
記
述
の
内
容 

 

「ちゃんと明るさをちょうせつする」 

「明るいほうが目にもいいし体にもいい」 

「暗くすると本とか見ると、目がわるくなる。あかりをつけ

るとみやすい」 

「明るい所じゃないと目が悪くなる。でも、ぎゃくに明るす

ぎるとまぶしくて見えなくなる」 

「目にわるいから」 

「目をわるくする。字が見えない。目が

つかれる」 

「暗くして本を読むと目がわるくな

る。ぎゃくに、明るすぎもけんこうに

悪い」 

「暗いところで本を読んだら目がわる

くなる」 

図３－４ ３時間目の振り返りカードの記述問題に対する解答 

（ウ）単元の振り返りに行う問題に対する解答（まとめミニテスト） 
 表３－９は４時間目に行ったまとめミニテスト（スライド計８枚）のうち、２時間目

「体の清潔」と３時間目「部屋の空気と明るさ」に関するスライド（４枚）について、

児童が記述した内容をまとめ、解答数が多いものを表にしたものである。「顔は朝もし

っかりと洗うこと」や「歯をみがくこと」、「体をしっかりと洗うこと」など各時間の学

習内容が反映された解答が目立った。特に、スライド（５）（６）は２時間目、３時間

目の振り返りカードの記述問題に書かれた内容と同様の記述が多く見られた。また、ス

ライド（６）にあった「外で元気に遊んだほうがよい」というような、１時間目で扱っ

たスライド紙芝居の「学校での様子」で学習した内容をもとにした記述も見られた。 

表３－９ まとめミニテストの文章による解答（複数解答あり） 
※場面 記述の内容及びその人数と割合 

(2)
着
が
え

や

歯

み

が

き

の

時 

「顔をあらっていない」          

「きがえと歯みがきはよかったけど、顔もちゃんとあらわないとだめ」 

「歯みがき、着がえはできている」など             …31 名

(5)
給
食
前 

の
手
洗 

い
の
時 

「石けんを使う」      

「きゅう食前に手をあらうのはいいけど、石けんを使わなきゃいけない」 

「ばいきんがのこる、よごれがとれない」など          …33 名

（6）
放
課
後
、

漫

画

を

読

ん

で

い
る
時 

「暗い、目に悪い」「暗いと本が読めない」 

「カーテンを開ける、電気をつける」など            …25 名

「外で遊んだほうがよい」など                  …10 名

（7）
お
風
呂
に 

入
っ
て
い

る
時 

「ちゃんと体を洗っているから」 

「ちゃんと洗っている、よくできている」 

「きちんとおふろに入ったから」など              …26 名

「ちゃんとできている」など                    …４名

 
（エ）活動中の行動、つぶやきなど（ＶＴＲ）  

      表３－10 は２時間目、３時間目の実験・実習及び観察中、体を清潔にする方法や健

※ 
場
面
の
（）
内
の
数
字
は
設
問
の
番
号 

室内の
明るさの

調節に
関する
記述を
している,

 94%

室内の明る
さの調節と
は無関係
の記述をし
ている,

  3%

無記入,
 3%
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康によい環境にする方法について理解しているとわかる言動をまとめたものである。 

      各時間、活動中に、喚声や驚きの表現が多く見られた。また、２時間目においては、

正しい方法を知ると、忘れないように手本の真似をしたり、自主的に練習をしたりする

姿が見られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   表３－10 体を清潔にする方法、健康によい環境にする方法に関わる言動 

時間 場面 児童の行動、つぶやきなど 
手
洗
い 

実
習 

・教わった方法通りに丁寧に洗う姿 
・洗った後、爪の間など細かい部分が本当に洗えているか自主的に確かめている姿 

歯
み
が
き 

実
習 

・ゲストティーチャー（歯科衛生士）の説明で歯ブラシを小刻みに動かしたり、

縦方向に動かしたりするなどの正しい方法を確認する姿 
・学んだ歯みがきの方法を他の活動を選んだ友だちに説明をする姿 

洗
顔
実
習 

・学んだ洗い方を自主的に練習する姿 
・顔の洗い方の順番を忘れないようにメモを取ったり、手で洗う真似をして覚えようと

したりする姿 
・他の活動を選んだ友だちに顔の洗い方を説明している姿 

２
時
間
目 

汗
の
そ
め

出
し
実
験 

・喚声や「すごい汚れているよ」といった発言 

・「くつ下よりも、シャツのほうがすごそう」という発言 

・他の活動を選んだ友だちに実験の内容とわかったことを説明する姿 

教
室
の
空
気 

の
換
気
に 

関
す
る
学
習 

・教室内のほこりの様子を観察した際の、想像よりも教室にほこりが多くあったことに

対する喚声や「結構ある」「すごいある」などの発言 
・効率のよい換気の仕方を知った時の「あぁ」という納得の喚声 
・「あぁ、こっち(扉側）から空気が入って向こう(窓側)に出すんだ」という発言 

３
時
間
目 教

室
の
明
る

さ
の
調
節
に

関
す
る
学
習 

・教室を暗くした時の「暗いと目が悪くなる」という発言 
・カーテンを開けたり照明をつけたりして、教室の明るさをまぶしくした時の「あ、だ

めだ、目を傷める」「まぶしすぎる」「（明るさの）加減が必要だ」という発言 

「（１）生活行動に関する正しい知識をもつことができたか」についてのまとめ 

以上、述べてきたように、自分の生活を支える身近な人たちとのかかわりや実験・実習などを

取り入れた学習を行うことによって、次のことが明らかになった。 
 ○ 健康によい１日の生活の仕方がわかった 
 ○ 体を清潔にする方法、健康によい環境（教室の空気、明るさ）にする方法がわかった 

これらのことから、生活行動に関する正しい知識をもつことができたと考えることができる。 

「（１）イ 自分の生活を支える身近な人たちとのかかわりや実験・実習などを取り入れた学

習によって、体を清潔にする方法、健康によい環境（教室の空気、明るさ）にする方法がわ

かったか」についての考察 

 ２時間目、３時間目の実験・実習および観察を含めた学習は、振り返りでの○×問題の正答率

（表３－６、表３－７）の高さ、ワークシートや振り返りカードに見られた体の清潔・室内の環

境に関する記述（表３－８、図３－３、図３－４）、発見や感動の言動（表３－10）が示す通り、

学習内容の理解を深めることができたと考える。また、４時間目のまとめミニテスト（表３－９）

においても、授業の内容をもとにした記述が多く見られ、学習の成果が表れているとして、自分

の生活を支える身近な人たちとのかかわりや実験・実習などを取り入れた学習によって、体を清

潔にする方法、健康によい環境（教室の空気、明るさ）にする方法がわかったと考察する。 
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図３－６ ２時間目 課題学習の時のワークシートに書かれた記述内容 

健康によい
生活行動と自分の
生活を比べていると
見られる記述,

感想　2.9％
無記入　2.9％

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

９４.３％

健康によい生活行動と自分の生活を比べていると見られる記述内容 

「おうちのあらい方と今日ならったあらい方はぜんぜんちがった。顔がサッパリした」 

「歯のうらがわをきれいにみがくために、歯ブラシを回した。小さくふった方がいい」 

「指のすきままであらうのがわかった」 

「人に見えないよごれがあるなんてしらなかった。これからはきれいにするようにする」

（２）自分の生活を見直すことができたか。 

 （ア）毎時間の発問に対する解答の結果（ワークシート） 
 １時間目において、「まあくんが病気になった原因について」のスライドを使用して、

自分の生活の仕方から問題点を見つけ出す学習を行った。図３－５はその学習の直後に

行った、２時間目の課題別学習（手洗い・洗顔・はみがき・汗のそめ出し）を選択する

際の理由をまとめたものである。自分の生活を振り返り、見つけた問題点をもとにして

課題を選択しているというように「健康によい生活行動と自分の生活を比べることがで

きた」とわかる児童は 80％（28 名）であり、そのうち課題を選んだ理由を記述してい

る児童は 80％中 57.1％（20 名）であった。 

図３－６は２時間目のゲストティーチャーによる実験・実習の活動を行った際に、ワ

ークシートに書かれた内容をまとめたものである。「目には見えないあせが見えた」「お

うちのあらい方と今日ならったあらい方はぜんぜんちがった。顔がサッパリした」など、

習ったことを自分の生活や、今までの生活に関する知識と比べて記述をする児童が大半

を占めた。 
 
 
 
 
 

 

     
 
 
 
 
 

ア 自分の生活を支える身近な人たちとのかかわりや実験・実習などを取り入れた学習

によって、健康によい生活行動と自分の生活を比べることができたか。 

図３－５ 1時間目 課題学習の課題の決め方とその理由 

健康によい生活行動と自分の生活を比べて課題を選んだ児童のうち、 

理由を書いた児童（20 名）の記述内容 

「もっともっと手や顔をきれいにしたいから」 
「ちゃんとできていないからできるようになりたい」 
「いつも手をあらっていないから」 
「歯みがきは１日２回やっているけど、歯みがきのしかたがわるいのか、たまにむし

歯ができるから」 
「かゆくなるのがいやだから」 

健康によい生活行動
と自分の生活を比べ
て課題を選んでいる

実験・実習に対する
興味関心などの理由で
課題を選択している。
または、課題選択の
理由がわからない。
, ２０％

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

８０％



 - 30 -

  （イ）活動中の行動、つぶやきなど（ＶＴＲ） 
    表３－11 は毎時間において、自分の生活を振り返っていると見られる言動をあげた

ものである。毎時間、多くの言動が見られ、特に学習によって新しい知識を得たり、新

しく発見があったりした後は「だから○○なんだ」「今までは○○のようにしていたよ」

など、自分の生活を振り返り、新しい知識と比べて発言をする様子がうかがえた。 

表３－11 自分の生活を振り返っていると見られる言動について 
時間 授業の 

工夫 児童の行動、つぶやきなど 

１
時
間
目 

ス
ラ
イ
ド
紙
芝
居 

・全員が自分の生活はかあくん、まあくんのどちらに似ているかを考え、自分で

判断して、挙手によって答えるといった姿 
・多くの児童が紙芝居の各場面において自分の生活を説明するといった姿 
・まあくんが病気になった原因に関するスライド紙芝居の時、各場面で自分の生

活について説明をしたり、児童同士で話し合ったりする姿 
・「自分は父親に起こされるが起きる時刻が決まっている」といった発言 

・「朝ごはんは必ず食べる」といった発言 

・「夜寝るのは遅いが、遊んでいるのではなく、習い事が終わるのが遅い（21 時）」

といった発言 

実
験
・
実
習 

・手の洗い方や洗顔では普段の洗い方の仕草をして毎日の生活での洗い方が正し

いのか確認をする姿 

・汗の染め出し実験では「マラソン選手の服は汗をいっぱいかいているのだろう」

「今日の昼休みは汗かいた」「下着が汗でぬれた」といった発言 

・運動会の時を思い出して、「運動会の時は（汗の汚れが）すごかっただろうね」

という会話 

２
時
間
目 

ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー 

チ
ャ
ー
と
の 

か
か
わ
り 

・ゲストティーチャーとの会話の中での「歯みがきでは奥歯がみがきにくい」「自

分は 1回にみがく時間が長い」「糸ようじを使うことがある」など、自分の歯の

みがき方を振り返った発言 

・普段の顔の洗い方をゲストティーチャーと一緒に確認する姿 

３
時
間
目 

観
察 

・教室に多くのほこりがあることがわかった時の「だから教室でバタバタしなけ

ればいいのか」「俺の体にいっぱいほこりがついているよ」といったつぶやき 

・「教室の中で日光の反射などによって、ほこりが見えることがある」という発言

・照明の前を歩いてほこりが舞い上がる様子を見た際の 

「だから教室で暴れたりしない」「給食の時間は動かない」などの発言 

・クラスの係について、「だから窓係があるのか」というつぶやき 

・教室の明るさについての「加減が必要だ」というつぶやき 

４
時
間
目 

ま
と
め 

ミ
ニ
テ
ス
ト 

・まとめミニテストの「（８）寝るまでのす

ごし方」のスライドをみて、「自分から布

団にはいったよ」という友だちに「だから

って 11 時に寝ているのはよくないよ」と

答えるといった児童同士のやり取り 

・「これからの生活では（授業の事を）思い

出して繰り返していく」といった、今後の

生活の仕方を意識しているような発言 
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  （ア）単元の振り返りに行う問題に対する解答（まとめミニテスト） 
  まとめミニテストで登場人物（みっちゃん）の生活の仕方を場面ごとに、みっちゃん

が正しい生活の仕方をしているかを考えさせた。図３－７はその際に、児童が行った３

段階評価（◎・○・△）を場面ごとにまとめたものである。 

 
（１）（３）（４）（７）の項目に関しては、児童の解答は◎が 80％を占めており、理

想の解答をしている。（２）（５）（６）（８）の項目に関しては、いずれの項目も○、△

の解答が多くなっている。これは、児童がみっちゃんの生活の仕方がよくないと考えた

時、「できていない部分がある（○）」と考えたか、「できていない（△）」と考えたかに

よって評価の仕方が分かれたものと思われる。 

「（２）ア 自分の生活を支える身近な人たちとのかかわりや実験・実習などを取り入れた学習

によって、健康によい生活行動と自分の生活を比べることができたか」についての考察 

 １時間目の自分の生活の中から課題を見つける学習では、全員がスライド紙芝居のまあくん

の生活と自分の生活を比べていることがわかった。その結果、80％もの児童が自分の生活の仕

方を振り返って課題選択している（図３－５）。また、２時間目の実験・実習の際に使用したワ

ークシートの記述（図３－６）、各時間の児童の言動の様子（表３－10）から学習した内容と自

分の生活の仕方を比較している場面が多く見られたと同時に、これからの生活の仕方について

考える児童も多くいることがわかった。これは、健康によい生活の仕方と今までの生活の仕方

を比較した結果をこれからの生活に活かそうという様子の表れであると考え、自分の生活を支

える身近な人たちとのかかわりや実験・実習などを取り入れた学習によって、健康によい生活

行動と自分の生活を比べることができたと考察する。 

イ 自分の生活を支える身近な人たちとのかかわりや実験・実習などを取り入れた活動

によって、健康によい生活の仕方か考えることができたか 

△
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欠席・
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等 6%

◎
88%

理想の解答

◎
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51%

○
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◎
◎
9%

△
56%

○
29%
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等 6%
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○

図３－７ まとめミニテストにおいて児童が行ったみっちゃんへの評価 

（１）朝起きる時 （２）きがえや歯
みがきの時

（３）朝ごはん
の時 

（４）学校での 
様子 

（５）給食前の手
洗いの時 

（６）放課後、マ
ンガを読ん
でいる時 

（７）夕ごはん
やお風呂 
に入って 
いる時 

（８）寝るまでの
過ごし方 
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（イ）事前・事後アンケートの「自分の生活の仕方」に関する項目  
事前・事後アンケートにおいて、児童の生活行動を 11 項目挙げ、「健康でいるために

必要だと思うものを○で囲む」という問題を設定した。 
図３－８は各項目において正答した人数を事前、事後ごとに集計した結果である。 

正 答 し た 児 童

誤 答 し た 児 童

正 答 し た 児 童

誤 答 し た 児 童

（ １ ） ふ ろ で 頭 を あ ら う
（ 正 答 　○ ）

9 4 . 3 %

8 2 . 9 % 1 7 . 1 %

5 . 7
%

事 後
ア ン ケ ー ト

事 前
ア ン ケ ー ト

正 答 し た 児 童

誤 答 し た 児 童

（ ２ ） 朝 食 を 食 べ る
（ 正 答 　○ ）

1 0 0 . 0 %

9 4 . 3 %

0 . 0 %

5 . 7 %

事 後
ア ン ケ ー ト

事 前
ア ン ケ ー ト

正 答 し た 児 童

誤 答 し た 児 童

（ ３ ） ハ ン カ チ を 学 校 に 持 っ て い く
（ 正 答 　○ ）

8 0 . 0 %

8 2 . 9 % 1 7 . 1 %

2 0 . 0 %
事 後
ア ン ケ ー ト

事 前
ア ン ケ ー ト

正 答 し た 児 童

誤 答 し た 児 童

（ ４ ） 手 を 洗 う
（ 正 答 　○ ）

9 4 . 3 %

9 7 . 1 %

5 . 7 %

2 . 9 %

事 後
ア ン ケ ー ト

事 前
ア ン ケ ー ト

正 答 し た 児 童

誤 答 し た 児 童

（ ５ ） 外 で 体 を 動 か し て 遊 ぶ
（ 正 答 　○ ）

9 1 . 4 %

9 1 . 4 % 8 . 6 %

8 . 6 %
事 後
ア ン ケ ー ト

事 前
ア ン ケ ー ト

正 答 し た 児 童

誤 答 し た 児 童

（ ６ ） 歯 は 食 事 を し た 時 に だ け み が く
　 　 （ 正 答 　× ）

6 8 . 6 %

5 7 . 1 %

3 1 . 4 %

4 2 . 9 %

事 後
ア ン ケ ー ト

事 前
ア ン ケ ー ト

正 答 し た 児 童

誤 答 し た 児 童

（ ７ ） 夜 は 早 い 時 刻 に ね る
（ 正 答 　○ ）

9 1 . 4 %

7 7 . 1 %

8 . 6 %

2 2 . 9 %

事 後
ア ン ケ ー ト

事 前
ア ン ケ ー ト

正 答 し た 児 童

誤 答 し た 児 童

（ ８ ） う ん ち を す る
（ 正 答 　○ ）

9 1 . 4 %

8 8 . 6 % 1 1 . 4 %

8 . 6 %
事 後
ア ン ケ ー ト

事 前
ア ン ケ ー ト

正 答 し た 児 童

誤 答 し た 児 童

（ ９ ） 窓 を 閉 め た ま ま 生 活 す る
（ 正 答 　× ）

9 4 . 3 %

9 1 . 4 %

5 . 7 %

8 . 6 %

事 後
ア ン ケ ー ト

事 前
ア ン ケ ー ト

正 答 し た 児 童

誤 答 し た 児 童

（ 1 0 ） 下 着 を 毎 日 取 り 替 え る
（ 正 答 　 ○ ）

9 4 . 3 %

8 8 . 6 %

5 . 7 %

1 1 . 4 %

事 後
ア ン ケ ー ト

事 前
ア ン ケ ー ト

正 答 し た 児 童

誤 答 し た 児 童

（ 1 1 ） 朝 、 自 分 で 起 き る
（ 正 答 　○ ）

8 2 . 9 %

7 7 . 1 % 2 2 . 9 %

1 7 . 1 %
事 後
ア ン ケ ー ト

事 前
ア ン ケ ー ト

正 答 し た 児 童

誤 答 し た 児 童

（１）ふろで頭を洗う （正答 ○） （２）朝食を食べる （正答 ○） 

（４）手を洗う （正答 ○） 

（８）うんちをする （正答 ○） 

（６）（９）以外の項目は○をつける（「必要である」を選

択する）と正答とし、（６）（９）の項目は○をつけない（「必

要ではない」を選択する）と正答とした。 

図３－８ 事前事後の「健康でいるために必要な生活行動」に関する調査の結果（項目ごとの比較） 

    正答した児童 
    誤答した児童 

（３）ハンカチを学校に持って行く （正答 ○） 

（５）外で体を動かして遊ぶ （正答 ○） （６）歯は食事をした時にだけみがく （正答 ×） 

（７）夜は早い時刻に寝る （正答 ○） 

（９）窓を閉めたまま生活をする （正答 ×） （10）下着を毎日取り替える （正答 ○） 

（11）朝、自分で起きる （正答 ○） 
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（３）（４）（５）の項目以外は事前に比べて事後の方が正答した人数が増えている。（３）

の項目で正答率が減少したのは、学習内容になかったため、（４）の項目に関しては設

問に石けんの使用に関する記述をしていなかったためではないかと思われるが、両者と

も１人の減少に止まっている。（５）の項目では数値の変化は見られなかった。 
 また、図３－９は、図３－８の結果を２時間目の児童の選んだ課題学習ごとに集計し、

各課題に関する項目についてまとめたものである。手洗い実習に関する課題の正答率に

変化は見られなかったが、手洗い実習以外の各課題で関係する項目の正答率が上昇して

いる。特に、洗顔実習と汗の染め出し実験の各児童は、それぞれに関係する項目につい

て全員が正答している。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

「（２）イ 自分の生活を支える身近な人たちとのかかわりや実験・実習などを取り入れた学習

によって、健康によい生活の仕方か考えることができたか」についての考察 

 まとめミニテストの解答の結果（図３－７）から、児童は今までの学習をもとにして、みっ

ちゃんの生活の仕方が健康によい生活の仕方か考えながら解答していたと考えられる。また、

学習前後のアンケート結果（図３－８）から全体的に見て、保健学習によって得られた健康に

よい生活の仕方に関する知識により、健康に必要な生活行動についての考え方に変化が見られ

たと思われる。特に、図３－９の結果から、２時間目の学習によって健康によい生活の仕方か

考えることができるようになったと考え、自分の生活を支える身近な人たちとのかかわりや実

験・実習などを取り入れた学習によって、健康によい生活の仕方か考えることができたと考察

する。 

図３－９ ２時間目の課題選択別に集計した事前・事後アンケートの結果 

（６）歯は食事をした時にだけみがく
（正答　×）
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（10）下着を毎日取り替える
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（１）１日の生活の仕方、からだの清潔、環境についての健康によい生活の仕方を知る

ことができた。 

（２）自分の生活を見直すことができた。 

 

（３）仮説の有効性について 

   これまで述べてきたように、次のことが明らかになった。 

   すなわち、自分の生活を支える身近な人たちとのかかわりや実験・実習などを取り入れた

学習によって、健康によい生活の仕方を選択するために必要な知識が得られ、自分の生活を

健康によい生活の仕方と比べ、見直すことができるようになったことが明らかになった。 
  以上のことから、仮説「保健学習において、自分の生活に興味関心をもつことができるよ

うな、実験・実習などの体験的活動や自分の生活を支える身近な人たちとのかかわりのある

活動を取り入れることによって、自分にとって健康によい生活の仕方を選択する力が身に付

く」の有効性が明らかになったと考える。 
 

６ 検証授業を振り返って 

これまでは、検証の視点に沿って分析・考察を行い、仮説の有効性を明らかにしてきた。こ

こでは検証授業を振り返り、保健学習を進めるにあたって、実験・実習などの体験的活動や身

近な人々とのかかわりのある活動は、児童にとって興味関心をもたせるための指導の工夫とし

て有効であったかについて、分析・考察を進めたい。 
 
（１）児童の学習に対する興味関心に関する記述（ワークシート、振り返りカード） 

   表３－12 は毎時間に使用したワークシートに書かれた内容のうち、興味関心をもって学

習に臨んでいるということがわかる記述を挙げたものである。 

表３－12 興味関心をもって学習に臨んでいるということがわかる記述 

１時間目 課題を選んだ理由についての記述 ２時間目 わかったこと、感じたことの記入欄に 
書かれた内容 

「実けんがしてみたい」 
「あせのことをじっけんでわかりたい」 
「お母さんがゲストティーチャーとして来るから」 
「実けんがなんだかおもしろそう」 

「きれいに歯をみがく方法をいっぱい教えてくれ

た」 
「今日の実けんでいっぱい洗わないと手のよごれ

が取れないということ」 
「みんないろいろな歯のみがき方だった」 

「（２）自分の生活を見直すことができたか」についてのまとめ 

以上、述べてきたように、自分の生活を支える身近な人たちとのかかわりや実験・実習など

を取り入れた学習によって、次のことが明らかになった。 

 ○ 健康によい生活行動と自分の生活を比べることができた 
 ○ 健康によい生活の仕方か考えることができた 

これらのことから、自分の生活を見直すことができたと考えることができる。 
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   １時間目に書かれた内容は２時間目の課題別学習に対する選択の理由についての内容で

ある。２時間目は実際にゲストティーチャーを招いて実験・実習を行った時の記述である。

１・２時間目とも興味関心に関する記述をしていた。また、３・４時間目のワークシートか

らは興味関心に関する具体的な記述は得られなかった。 
   また、図３－10 は毎時間の振り返りで、その時間でわかったことや感想に関する記述の

割合を示したものである。授業の最中に気付いたり、「そうか」と感じたりするなど印象に

残ったことを具体的に書き出している児童が多くいた。また、感想となる内容は記述をした

児童の 25％であり、「楽しかった」「面白かった」「勉強になった」という記述が多く見られ

た。 
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）授業中の様子 

   表３－13 は授業中の様子に関して興味関心をもって学習に取り組んでいると見られる言

動についてまとめものである。「紙芝居の各場面において自分の生活を説明する児童が多く

いた」｢手で顔を洗う真似をして覚えようとする姿｣「想像よりも教室にほこりが多くあった

ことに対する喚声」など、興味関心をもって学習に取り組んでいると見られる言動が多くあ

った。 

記述の内容の割合
授業を
うけて
感じたこと

25%
授業を
うけて
わかった
こと
気づいた
こと

75%

記述をしてくれた人数（４回の学習の合計）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　８２人（59％）
記述のなかった人数（４回の学習の合計）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　５８人（41％）

図３－10 わかったことを書く欄に記述された内容

「わかりやすかった。楽しかった」 
「じっけんでわかりやすかった」 
「できるところもあったけど、できていないところ

もあったからべんきょうになりました。」 
「おもしろかった」 
「４回だけだけど、いろいろなことをおしえてもら

いました」 
「ちゃんとべんきょうできました」 

「けんこうのためにもなったし、生活のリズムもよくわかった」 
「ちゃんとできているところと、できていないところがわかった」 
「いつもさっさと（手を）あらっていたけど、すごくきたなかった」 
「ほこりの中にいろんなきたないものが入っていてビックリした」 
「自分のけんこうがどんなにだいじかわかった」 

2人の朝ごはん

しょくよくがなく、
食べられない。

まあくん

しっかり食べる。

かあくん

2人の朝ごはん

しょくよくがなく、
食べられない。

まあくん

しっかり食べる。

かあくん
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表３－13 興味関心をもって学習に取り組んでいると見られる言動 
時間 授業の 

工夫 児童の行動、つぶやきなど 

１
時
間
目 

ス
ラ
イ
ド 

紙
芝
居 

・自分はまあくん、かあくんのどちらに似ているかについて、発言や挙手によ

り意思表示をするといった姿 

・自分の生活について説明をしたり、児童同士で生活の仕方を話し合ったりす

る姿 

実
験
・
実
習 

・手洗い実習で、手を洗った後、爪の間など細かい部分が本当に洗えているか

自主的に確かめている姿 
・洗顔実習で、学んだ洗い方を自主的に練習する姿や、顔の洗い方の順番を忘

れないようにメモを取ったり、手で洗う真似をして覚えようとしたりする姿 
・汗のそめ出し実験で喚声や「すごい汚れているよ」「くつ下よりも、シャツの

ほうがすごそう」といった発言 

２
時
間
目 

ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー 

チ
ャ
ー
と
の 

か
か
わ
り 

・ 「先生は子どもの頃、自分がこんなに汗をかいていると思ったの」といった

ゲストティーチャーに対する質問 

・歯みがき実習で、習った磨き方が正しいか確認する姿や普段の生活の様子を

話して、ゲストティーチャーに意見を求める姿  

観
察 

・教室内のほこりの様子を観察した際の、想像よりも教室にほこりが多くあっ

たことに対する喚声 ３
時
間
目 

テ
ィ
ー
ム 

・
テ
ィ
ー 

チ
ン
グ 

・ほこりの拡大写真を見たときの喚声と、その後の養護教諭からの発問におい

て、ほこりに含まれているものは何かを考え、発言をする様子 

４
時
間
目 

ま
と
め 

ミ
ニ 

テ
ス
ト 

・自分たちの生活は 1日だけではないという説明をきいて頷いたり、「うん」と

声を出して納得をしたりする姿 

 

（３）検証授業後の保健学習に関する家庭での会話 
   図３－11 は４回の検証授業後に行った保護者アンケートにおいて、児童が家庭で保健学

習の話をしたかについて、調べた結果をまとめたものである。70％以上の児童が家族にどん

な学習をしたのか話していることがわかった。「得意そうに話してくれた」「誇らしげに受講

証を見せてくれた」など、児童が興味関心をもって学習に取り組むことができたと見られる

記述もあった。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図３－11 授業後、家庭での会話に関するアンケートに対する回答 

話をしました
71.5%

話をしま
せんでした
14.3%

解答なし
14.3%

具体的な記述

・「手洗い講習を受けた日に、得意そうに
　家族にやり方を教えてくれました。」
・「『ほこりを出したい時は必ず２ヶ所（反
　対側）の窓を開けてほこりの通り道をつくっ
　てあげるんだよ』と子どもに教えられ、寒い
　日でも換気をよくするように心掛けていま
　す。」
・「実習の受講証も誇らしげに見せてくれま
　した。」
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以上のことから、児童が興味関心をもって学習するための指導の工夫として、実験・実習な

どの体験的活動や身近な人たちとのかかわりのある活動を取り入れることは、効果的であった

と考える。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みっちゃんは朝、
6時30分に
自分で

めざまし時計を
止めておきました。

みっちゃんの「1日のせいかつのしかた」をみて、
◎ ○ △をつけましょう。また、りゆうを書きましょう。

（１） 朝おきる時
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Ⅳ 研究のまとめ 

１ 研究の成果 

（１）学習の工夫と効果 

 本研究では、実験・実習などの体験的活動や自分の生活を支える身近な人たちとのかかわ

り合いといった、自分の生活に興味関心がもてるような活動を取り入れた保健学習を構築す

ることによって、児童が健康によい生活の仕方を選択する力を身に付けることを目的とした。

その結果、「生活行動に関する正しい知識をもつ」「自分の生活を見直す」という視点から、

実験・実習などの体験的活動や身近な人たちとのかかわりのある活動を保健学習に取り入れ

ることで、健康によい生活の仕方を選択する力を身に付けることができるとわかった。 
図４－１は学習計画を進める中で工夫した内容とその効果についてまとめたものである。 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図４－１ 学習計画を進める中で工夫した内容とその効果 

は学習による効果にあたる部分 

健康によい 
１日の生活の仕方 

を知ること 

健康によい 
環境にする 

方法を知ること 

体を清潔にする 
方法を知ること 

自分の生活に興味関心をもつ 

健康によい生活の仕方を選択する力が身につく 

学 習 の 工 夫 

実験・実習などの体験的活動 

スライド紙芝居によるケース

スタディーのような場面設定 

１・４時間目 

自分の生活の振り返りにより見つ

かった課題に対する取り組み 

２時間目 

実感・体験しながら解決方法を

自分たちで考える活動 

３時間目 

ゲストティーチャー 
（保護者・歯科衛生士・養護教

諭）による課題別学習の展開 

２時間目 

養護教諭とのティームティー

チングによる学習の展開 

３時間目 

身近な人たちとのかかわりがある活動

自分の生活と 
健康によい生活

を比べること 

健康によい生活

の仕方かどうか

を考えること 

自分の生活を 

見直す 

生活行動に関する

正しい知識をもつ
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3人

4人 4人 4人

7人

6人

3人

5人

2人

7人

0人

5人

10人

衣
服
の
交
換
に

気
を
つ
け
る

食
事
を
残
さ
な
い

よ
う
に
す
る

歯
み
が
き
の
仕
方
を

気
を
つ
け
る

体
の
洗
い
方
を

気
を
つ
け
る

手
の
洗
い
方
を

気
を
つ
け
る

早
寝
早
起
き
を

心
が
け
る

外
で
遊
ぶ
よ
う

に
す
る

部
屋
の
空
気
の

入
れ
か
え
を
心
が
け
る

部
屋
の
明
る
さ
の

調
節
を
心
が
け
る

そ
の
他

回答を書くことができたか

4人,
11%

31人,
89%

書けた

書けなかった

（複
数
回
答

あ
り

）

図４－２「毎日を健康に過ごすために気をつけようと決めたこと」という質問に関する回答

（２）学習後の児童の変化 

   図４－２は単元の最後に今後の生活について気を付けようと決めたことについて、図４－

３は保健学習後の生活の仕方に関する質問について、回答をまとめたものである。 

   90％近い児童が学習した内容をもとにして、健康によい生活の仕方にするためのめあてを

もつことができたと考えられる。また、80％近い児童が実際に生活の仕方が変わったと記述

していることがわかった。 

 

 

図４－３ 「自分の生活の仕方で変わったところはどこか」という質問に関する回答 

無記入,

8人, 23%

その他,

4人, 11%

部屋の
換気など
生活環境に
関すること,

6人, 17%

歯みがき、手
洗いなど
体の清潔に関
すること,

14人, 40%

早寝早起き
など1日の
生活の仕方,

3人, 9%
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回答なし
13%

変化は
なかった

32%

変化が

あった

55%

図４－４ 授業後の家庭生活の変化 

また、図４－４は保護者アンケートにおいて、授業後の生活の変化について質問した結果

をまとめたものである。学習後、児童の生活の仕方に変化があったと感じている保護者の割

合は 55％であることがわかった。 

学校での生活においても、３年生の担任に行ったアンケート結果によると、学校での生活

の仕方に関する話し合いをする機会が増えたなど、生活の様子に変化があったことがわかっ

た。特に、窓やカーテンの開閉と手洗いなどの関心が高まっている様子で、「３年生の教室

前の水道に設置してある石けんの減りが早くなった」という記述があった。 

   これらのことから、今回の保健学習により、自分の生活に興味関心をもち、自分の生活を

改善しようとする意欲をもつ児童が増えたことがわかった。 

 

（３）保健学習における養護教諭との共通理解の必要性・重要性 

   円滑に検証授業を行うことができ、本研究を進めることができたのは、本校の養護教諭の

協力があったからである。その背景には十分な打ち合わせがあり、養護教諭からの学習計画

作成に対する助言、提案などもあった。ゲストティーチャーとして協力を依頼した歯科衛生

士に関しても同様である。 

   今回の研究を通して、効果的な保健学習を行うためには、養護教諭との連携は必要不可欠

であることが再認識できた。養護教諭の存在は、児童にとってはもちろんのこと、学習を計

画する教師にとっても、よきアドバイザーであることを忘れてはならないと感じた。ゲスト

ティーチャーを起用する際にも養護教諭との連携を前提に検討するべきであろうと考える。 

 

（４）保護者・家庭における保健学習の効果について 

   保護者に保健学習の趣旨を理解してもらうために① 保健通信の発行 ② アンケートの

依頼 ③ 自由な授業の参観 といった方法をとった。そのことにより家庭において、保健

学習に関する会話があった。そして、ゲストティーチャーとして参加してもらうことで、家

庭での健康によい生活行動の意識の向上と実践化といった学習の効果も期待した。授業後、

ゲストティーチャーに行ったアンケートには「とても楽しい経験をさせてもらった」「この

ような機会があったら、また参加したい」「家庭で授業の話ができてよかった」といった感

想が多くあり、生活の仕方を見直すよい機会であることがわかった。 
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２ 課題と今後の展望 

（１）評価規準の「思考・判断」の見取り方について 

   今回の授業で学習評価を実践したが、「思考・判断」と「知識・理解」の区分けが難しか

った。本研究では、小学校３年生の発達段階や湘南台小学校の３年生の現状を考慮して、「思

考・判断」の評価規準は「自分の生活の仕方について、課題や健康によい生活行動を提示し

た中から選択すること」を取り上げた。その際、「思考・判断」を見取るために次のような

問題を作成した。 

ア 石けんで手を洗っている絵や部屋の明かりをつけて本を読んでいる絵など、健康によい

生活行動を行っている絵を見て、なぜそのようにしたのかを簡単な文章で解答する問題 

イ まとめミニテスト「みっちゃんの１日の生活」について、みっちゃんの生活の仕方を生

活場面ごとに３段階で評価を行う問題 

しかし、アの記述問題では、教師が説明した言葉をそのまま記述したり、イの３段階評価

を行う問題では、学習したことを憶えたまま解答したりするなど、ア、イともに「知識・理

解」の観点として見取ることができる解答をする児童が多く見られた。 

「思考・判断」を見取るためには、児童がなぜそのような考えに至ったのか、学習前と比

べて、考えにどのような変化があったか、といった児童の考え方が、解答に反映されるよう

な設問にする必要があり、授業で扱った内容をそのまま使用せず、問題にする生活場面に工

夫を加えるなど、問題の設定の仕方や発問の内容について検討する必要性を感じた。 

 

（２）第３学年の保健学習について 

ア 保健学習と保健指導（他教科、他領域、特別活動等）のかかわり 

学習指導要領第１章総則第１の３においても保健指導の重要性、必要性について挙げら

れているように、保健学習の生活習慣に関する内容は教科を越えて行われなければならな

い。そのため、保健学習と保健指導との効果的なかかわり方について考える必要がある。 

 

イ 年間指導計画の工夫 

      小学校学習指導要領には、「効果的な学習が行われるよう適切な時期に、ある程度まと

まった時間を配当すること」とある。このことについて、同解説体育編では「児童の興味

関心や意欲などを高めながら効果的に学習を進めるためには、学習時間を継続的又は集中

的に設定することが望ましいが、課題を解決していくような学習においては、課題追求あ

るいは調べる活動の時間を十分確保するために、次の保健の学習時間との間にゆとりをも

たせるなどの工夫をすることも考えられる。」と説明している。３年生の単元内容は生活

習慣についてであるため、年度のはじめに学習することが適切であるという考え方や、児

童の生活への意識を継続させるために、春季・秋季の２回に分けて学習を行うという考え

方があり、学校の指導方針などによって時間の配当時期や一度にまとめて行う単位時間数

などが大きく変わってくるようである。 

また、本研究では、「体の清潔」の学習は４つの実験・実習から１つを選び学習を進め

たが、児童の中には選んだ課題以外の学習も行いたいという意見が聞かれた。養護教諭・

保護者からは４課題の学習内容を共有させる時間を充実させた方がよいという意見や、１

つの課題を全員で学習してもよいのではないかという意見も聞かれた。今回の学習は自分

の生活を振り返り、課題を見つけて健康によい生活を選んで自分の生活に活かすことをね

らいとしたため、各課題同士の共有に関しては十分な時間確保を行わなかった。 

現行の学習指導要領では中学年の保健学習は８単位時間程度としているため、３年生の
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保健学習は４単位時間程度となる。そのため、指導計画を立案する際に児童の健康状態、

能力・適性や興味関心などに十分留意するとともに、４単位時間という限られた時間の中

で何を学ばせたいのか、学習内容を精選して指導計画を立てる必要がある。 

   

ウ 授業の展開の仕方 

２時間目の課題別学習がグループ学習であり、児童間の意見交換や情報交換が行われて

いたことを除くと、他の時間では「児童対教師」といった授業展開に終始してしまい、児

童同士による話し合いや意見交換ができる時間が極端に少なくなってしまった。この反省

から、児童間で学習を深めることができるような活動が取り入れられると、児童の学習効

果は一層高まるのではないだろうかと考えた。 

 

 

 

   これらの課題について、今回の検証授業の場合で考えると、図４－５、図４－６のような

保健学習と保健指導のかかわり方、年間指導計画の工夫が考えられる。 
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・適宜、学級指導・給食指導時に学習内容を振り返るようにする 

・学校目標、生活目標、保健目標、給食指導計画などに照らし合わせて学習計画を立てる 

図４－５ 保健学習と保健指導のかかわり（私案） 
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10～11 月 

図４－６ 年間指導計画の立案（私案） 
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（３）家庭での実践化・習慣化に向けて 

図４－７は保健学習を行ってから 1ヶ月経って、家庭生活にどんな変化が見られたかにつ

いて、保護者アンケートで質問した結果をまとめたものである。 

学習の成果で述べた通り、保健学習後、生活に変化があったという回答は 55％であった

が、１ヶ月間生活の変化を継続した児童は全体の 30％に届かず、「授業後、生活に変化はあ

ったが継続しなかった」「あまり変化が見られなかった」という家庭は 60％となった。その

ほとんどの家庭において、授業や生活についての話をしていないか、簡単に話した程度であ

ることがわかった。 

このことは、生活に関する興味関心が薄れたこと、学校や家庭において、継続的に生活の

仕方を振り返る機会が少なくなったことが要因となり、学習効果が低下してしまったからで

はないかと考える。 

指導計画を立てる際に、家庭における児童の生活改善に関しては家族の会話が重要な役割

を占めていることを重視し、家庭での生活改善につながる学校と家庭の効果的な連携とはど

のようなものか考慮する必要がある。今回は「保健通信」「授業参観の自由」「保護者への授

業の参加・協力依頼」といった方法により指導方針を明確に示し、家族の生活に対する意識

の向上につなげようとしたが、それでは不十分であったと思われる。 
この反省から、保護者や家族の生活の仕方への意識を一層高めることができるようにする

ためには、家庭から学校にフィードバックされるような手立てを加える必要があると考えた。

さらに、家庭からのフィードバックを受けて、学校側から再度、家庭に投げかけるといった、

学校、家庭間における保健学習に関する協同・連携の構図が必要であると考える。 
図４－８は本研究の場合で考えた、学校、家庭間における保健学習へのかかわり方を示し

たものである。さらに、保健指導を充実させることで、学校生活のみならず、家庭生活でも、

児童の健康的な生活習慣の向上・定着をより確かなものにすることができると考える。 

 

 

図４－７ 授業後の家庭生活の変化 
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以上のような課題解決に対する取り組みを行っていく中で、児童が自分の生活に関心をもって

学習に臨み、学んだことを実践化に結びつけるきっかけとなる保健学習を心がけていきたい。 

また、保健指導を充実させること、家庭との連携を強化することを通して、児童の生活習慣の

改善に努めたいと思う。 

図４－８ 保健学習における学校と家庭のかかわり方 
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